
後 援

「認知症ケア専門士」単位認定講座（3単位）

東海北陸厚生局、愛知県、名古屋市、大府市、東海市、東浦町、岐阜県、三重県、国立長寿医療研究センター、長寿科学振興財団
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メ～テレ、中京テレビ放送㈱、全国認知症介護指導者ネットワーク、認知症介護指導者大府ネットワーク
日本パーソン・センタード・ケア・ＤＣＭネットワーク　（順不同）

認知症初期集中支援チームの
現状と課題

社会福祉法人　仁至会　認知症介護研究・研修大府センター

第14回 大府センター認知症フォーラム

ウインクあいち（愛知県産業労働センター）

大ホール（2Ｆ）
場　所

日　時
開場 12：30　開演 13：00
平成31年3月14日（木）
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認知症初期集中支援チームの過去・現在・未来
　～認知症対応多職種チームをどう生かすか～

認知症初期集中支援チームの現状と課題
　～日々の活動から見えてきたこと～

地域包括ケアシステムの構築に向けた　
認知症初期集中支援チームの取り組みについて
　～地域共生社会を目指して～

鷲見　幸彦（国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター　副院長）
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13:10～14:40

13:00～13:10

16:15～16:20

14:40～14:55
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講演 １３：１０～１４：４０

〈座長〉加知　輝彦（認知症介護研究・研修大府センター　副センター長）基調講演

認知症初期集中支援チームの
過去・現在・未来　
－認知症対応多職種チームをどう生かすか－

鷲見　幸彦
国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター　副院長

プロフィール

鷲見　幸彦（わしみ　ゆきひこ）
●略歴
　昭和62年　信州大学第3内科大学院卒業　
　平成2年　  名古屋大学神経内科
　平成6年　  名古屋掖済会病院神経内科
　平成11年　国立療養所中部病院神経内科医長
　平成16年　国立長寿医療センター外来診療部長
　平成22年　国立長寿医療研究センター脳機能診療部長、もの忘れセンター神経内科部長
　平成25年　同センター　臨床研究推進部長
　平成26年　現職

●所属学会、役職、資格等
　日本医療研究開発機構 長寿科学・認知症研究開発事業 プログラムスーパーバイザー(PS）
　日本認知症学会理事
　医学博士

●専門分野
　神経内科　認知症の臨床
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認
知
症
初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
の

過
去
・現
在
・未
来

－
認
知
症
対
応
多
職
種
チ
ー
ム
を
どう
⽣
か
す
か
－

国
⽴
研
究
開
発
法
⼈

国
⽴
⻑
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

鷲
⾒
幸
彦

20
19
年
3⽉

14
⽇

ウィ
ンク
あ
い
ち

認
知
症
介
護
研
究
・研
修
⼤
府
セ
ン
タ
ー

認
知
症
フォ
ー
ラ
ム

1．
認
知
症
初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
の
歩
み

2．
認
知
症
初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
の

現
状
と課

題
3．

病
院
で
の
多
職
種
チ
ー
ム

4．
認
知
症
初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
の
これ
か
ら

1．
認
知
症
初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
の
歩
み

2．
認
知
症
初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
の

現
状
と課

題
3．

病
院
で
の
多
職
種
チ
ー
ム

4．
認
知
症
初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
の
これ
か
ら

１
．
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
普
及
・啓
発
の
推
進

２
．
認
知
症
の
容
態
に
応
じた
適
時
・適
切
な
医
療
・介
護
等
の
提
供

３
．
若
年
性
認
知
症
施
策
の
強
化

４
．
認
知
症
の
⼈
の
介
護
者
へ
の
⽀
援

５
．
認
知
症
の
⼈
を
含
む
⾼
齢
者
に
や
さ
しい
地
域
づ
くり
の
推
進

６
．
認
知
症
の
予
防
法
、診
断
法
、治
療
法
、リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
モ
デ
ル
、

介
護
モ
デ
ル
等
の
研
究
開
発
の
推
進

７
．
認
知
症
の
⼈
や
そ
の
家
族
の
視
点
の
重
視

認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略
（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）

〜
認
知
症
⾼
齢
者
等
に
や
さし
い
地
域
づ
くり
に
向
け
て
〜

基
本
的
考
え
⽅

認
知
症
の
⼈
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、で
き
る
限
り住

み
慣
れ
た
地
域
の
よ
い
環
境

で
⾃
分
らし
く暮
らし
続
け
る
こと
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
⽬
指
す
。

・
厚
⽣
労
働
省
が
関
係
府
省
庁
（
内
閣
官
房
、内
閣
府
、警
察
庁
、⾦
融
庁
、消
費
者
庁
、総
務
省
、法
務
省
、

⽂
部
科
学
省
、農
林
⽔
産
省
、経
済
産
業
省
、国
⼟
交
通
省
）
と共

同
して
策
定

・
新
プ
ラ
ン
の
対
象
期
間
は
、団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
とな
る
20
25
（
平
成
37
）
年
だ
が
、数
値
⽬
標
は

介
護
保
険
に
合
わ
せ
て
20
17
（
平
成
29
）
年
度
末
等

1
2

3
4
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初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
創
設
の
背
景

1)
早
期
対
応
の
遅
れ
か
ら認

知
症
の
症
状
が
悪
化
し、

⾏
動
・⼼
理
症
状
等
が
⽣
じて
か
ら、
医
療
機
関
を

受
診
して
い
る
例
が
散
⾒
。

2)
ケ
ア
の
現
場
で
の
継
続
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
トが

不
⼗
分

で
あ
り、
適
切
な
認
知
症
の
ケ
ア
が
提
供
で
き
て
い
な
い
。

3)
これ
ま
で
の
医
療
や
ケ
ア
は
、認
知
症
の
⼈
に
「危
機
」が

⽣
じて
か
らの

「事
後
的
な
対
応
」が
多
い
。

介
護
認
定

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

認
知
量
疾
患
医
療

セ
ン
タ
ー
へ
の
紹
介

急
性
憎
悪
期
の
相
談

訪
問

本
人

認
知

症
疑

い

認
知
症

ケ
ア
パ
ス
の
概
念
図

気
づ

き
～

診
断

ま
で

日
常

在
宅

ケ
ア

急
性

増
悪

期
ケ

ア
日

常
在

宅
ケ

ア

介 護 分 野 医 療 分 野
確

定
診

断
認

知
症

疾
患

医
療

セ
ン

タ
ー

か
か

り
つ
け
医

歯
科

医
師

薬
剤

師
等

相
談

・
受

診

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

等

チ
ー

ム
員

会
議

（
地

域
ケ

ア
会

議
）

相
談

認
知

症
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー

引
き
継
ぎ

自
宅

短
期

入
所

施
設

で
の

サ
ー

ビ
ス老

健
施

設
等

精
神
科
医
療
機
関

急
性
期
病
院

行
動
・
心
理
症
状
悪
化
時

な
ど
の
急
性
増
悪
期
診
療

重
篤
な
身
体
合
併
症
発

症
時

自
宅

日
常
診
療

日
常
診
療

短
期
治
療

居
宅

サ
ー

ビ
ス

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
等

配
置
場
所

地
域
包
括
⽀
援
セ
ン
タ
ー
等

診
療
所
、病
院
、認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
、市
町
村
の
本
庁

【対
象
者
】

40
歳
以
上
で
、在
宅
で
⽣
活
して
お
り、
か
つ

認
知
症
が
疑
わ
れ
る
⼈
⼜
は
認
知
症
の
⼈
で

以
下
の
い
ず
れ
か
の
基
準
に
該
当
す
る
⼈

◆
医
療
･介
護
サ
ー
ビス
を
受
け
て
い
な
い
⼈
、

ま
た
は
中
断
して
い
る
⼈
で
以
下
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
⼈

（
ア
）
認
知
症
疾
患
の
臨
床
診
断
を
受
け
て
い
な
い
⼈

（
イ
）
継
続
的
な
医
療
サ
ー
ビス
を
受
け
て
い
な
い
⼈

（
ウ
）
適
切
な
介
護
保
険
サ
ー
ビス
に
結
び
付
い
て
い
な
い
⼈

（
エ
）
診
断
さ
れ
た
が
介
護
サ
ー
ビス
が
中
断
して
い
る
⼈

◆
医
療
･介
護
サ
ー
ビス
を
受
け
て
い
る
が

認
知
症
の
⾏
動
・⼼
理
症
状
が
顕
著
な
た
め
、

対
応
に
苦
慮
して
い
る

医
療
と介

護
の
専
⾨
職

（
保
健
師
、看
護
師
、作
業
療
法
⼠
、

精
神
保
健
福
祉
⼠
、社
会
福
祉
⼠
、

介
護
福
祉
⼠
等
）

専
⾨
医

（
認
知
症
サ
ポ
ー
ト医

嘱
託
可
）

認
知
症
初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

複
数
の
専
⾨
職
が
家
族
の
訴
え
等
に
よ
り

認
知
症
が
疑
わ
れ
る
⼈
や
認
知
症
の
⼈
及
び

そ
の
家
族
を
訪
問
し、
ア
セ
ス
メ
ン
ト、
家
族

⽀
援
等
の
初
期
の
⽀
援
を
包
括
的
･集
中
的

（
お
お
む
ね
６
ヶ⽉

）
に
⾏
い
、⾃

⽴
⽣
活
の

サ
ポ
ー
トを
⾏
うチ
ー
ム

認
知
症
初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

施 策

オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン

新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン

地
域
⽀
援
事
業

調 査 研 究

認
知

症
初

期
集

中
支

援
サ

ー
ビ
ス
構

築
に
向

け
た
基

盤
研

究
事

業

モ
デ
ル
事
業
3か
所

認
知

症
の

早
期

診
断

、
早

期
対

応
に
つ
な
が

る
初

期
集

中
支

援
サ

ー
ビ
ス
モ
デ
ル

の
開

発
に

関
す
る
調

査
研

究
事

業 モ
デ
ル
事
業
14
か
所

認
知

症
の

早
期

診
断

、
早

期
対

応
に
つ
な
が

る
初

期
集

中
支

援
チ
ー

ム
設

置
・
運

営
に
関

す
る
調

査
研

究
事

業

モ
デ
ル
事
業
41
か
所

調
査
⽤
デ
ー
タベ
ー
ス
の

開
発

認
知

症
初

期
集

中
支

援
チ
ー
ム
の

実

態
に
関

す
る
調

査
研

究
事

業

認
知

症
初

期
集

中
支

援
チ
ー
ム
の

効
果

的
な

活
用

に
向

け
た
調

査
研

究
事

業

認
知
症
初
期
集
中
⽀
援

チ
ー
ム
の
効
果
的
な
活
⽤

に
向
け
た
調
査
研
究
事
業

研 修

全
国
5か
所
で
研
修

全
国
5か
所

6回
全
国
7か
所

8回

テ
キ
ス
ト改

訂
若
年
性
認
知
症

認
知
症
と鑑

別
が
必
要
な

精
神
疾
患
を
追
加

初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
研
修
の
歴
史

テ
キ
ス
ト
作

成

5
6

7
8
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地
域
包
括
⽀
援

セ
ン
タ
ー
等

認
知
症
初
期
集
中

⽀
援
チ
ー
ム

⑤
急
性
増
悪
期
の
ア
ウ
トリ
ー
チ
や
電
話
相
談

④
家
族
⽀
援

②
チ
ー
ム
員
に
よ
る
本
⼈
･家
族
へ
の
説
明

とケ
ア
⽅
針
の
作
成

③
在
宅
初
期
集
中
⽀
援
の
実
施

③
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

等
へ
の
検
査
、診
察
紹
介

（
主
治
医
経
由
）

②
チ
ー
ム
員
会
議
の
開
催

本
⼈
･家
族

か
か
りつ
け
医

認
知
症
疾
患
医
療

セ
ン
タ
ー

⑥
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャー
等
へ
の
助
⾔

⑦
地
域
ケ
ア
会
議
へ
の
出
席

近
隣
地
域

･ア
セ
ス
メ
ン
トの

共
有

･⽀
援
ポ
イ
ン
トの

明
確
化

･⽇
常
⽣
活

･⽣
活
歴
、現
病
歴

･⾝
体
状
況

･認
知
能
⼒

･A
D
L/
IA
D
L

･⽣
活
環
境

･認
知
症
の
進
⾏
状
況
に
沿
った
対
応

･経
過
予
測
とサ
ー
ビス
利
⽤
時
の
調
整
等

･在
宅
で
の
具
体
的
ケ
ア
の
提
供

･2
4時

間
36
5⽇

連
絡
体
制
の
確
保
等

･対
応
⽅
法
の
ア
ドバ
イ
ス
等

情
報
提
供

助
⾔

紹
介

紹
介

診
断

診
断

①
初
回
ア
セ
ス
メ
ン
ト訪

問

初
期
集
中
⽀
援
の
流
れ

⑧
終
了
後
の
モ
ニ
タ
リン
グ

0
地
域
へ
の
啓
発
活
動
チ
ー
ム
の
存
在
の
周
知

専
門

医
の
機
能

か
か
り
つ
け
医

の
機
能この
よ
うな
⽀
援
チ
ー
ム
が
あ
る
こと
を

あ
らゆ
る
⼿
段
を
⽤
い
て

地
域
に
周
知
す
る
必
要
が
あ
る

各
団
体
へ
の

働
き
か
け

市
町
村
で
の

認
知
症
に
関
す
る

普
及
啓
発
活
動
の

推
進

普
及
啓
発
（
広
報
活
動
）

専
門

医
の
機
能

か
か
り
つ
け
医

の
機
能

年
齢
が
40
歳
以
上
で
、認
知
症
が
疑
わ
れ
、

在
宅
で
⽣
活
して
い
る
⼈

医
療
サ
ー
ビス
、介

護
サ
ー
ビス
を
受
け
て
い
な
い
者
、

ま
た
は
中
断
して
い
る
者

医
療
サ
ー
ビス
、介

護
サ
ー
ビス
を
受
け
て
い
る
が

認
知
症
の
⾏
動
・⼼
理
症
状
に
よ
り対

応
に
苦
慮
して
い
る
事
例

どの
よ
うな
⼈
が
対
象
とな
る
の
か

専
門

医
の
機
能

地
域
包
括
⽀
援
セ
ン
タ
ー
が
⼊
⼿
した
情
報
が
主
体

り
つ
け
医

の
機
能

情
報
を
待
つ

本
⼈
、家

族
か
らの
相
談
、近

隣
住
⺠
、⺠

⽣
委
員
か
らの
相
談
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャー
か
らの
相
談
、医

療
機
関
か
らの
紹
介
等

情
報
を
取
りに
⾏
く

⼆
次
予
防
対
象
者
把
握
事
業
（
基
本
ﾁｪ
ｯｸ
ﾘｽ
ﾄな
ど）

や
市
町
村
独
⾃
の
把
握
事
業
（
実
態
調
査
等
に
よ
りﾘ
ｽｸ
の
あ
る
事
例
）

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
が
、サ
ー
ビス
利
⽤
に
⾄
って
い
な
い
者
の
選
定

対
象
者
の
把
握

9
1
0

1
1

1
2
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事
業
の
実
施
主
体

市
町
村

チ
ー
ム
の
設
置
場
所

市
町
村

た
だ
し、
地
域
包
括
⽀
援
セ
ンタ
ー
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョン
、診

療
所
等
に
委
託
可
能

設
備
要
件

対
象
者
や
その
家
族
に
よ
る
緊
急
時
の
連
絡
体
制
の
確
保
が
で
き
る
施
設

初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
設
置
の
要
件

専
門

医
の
機
能

チ
ー
ム
員
の
⼈
員
配
置
要
件

チ
ー
ム
の
活
動
体
制

○
ア
ウト
リー
チ
を
⾏
う場

合
、チ
ー
ム
員
の
⼈
数
は
2名

以
上
を
原
則
とし
、医

療
系
職
員
*1
と介

護
系
職
員
*2

それ
ぞ
れ
1名

以
上
で
訪
問
す
る
。

○
専
⾨
医
は
必
要
に
応
じて
チ
ー
ム
員
とと
も
に
ア
ウト
リー
チ
を
⾏
い
相
談
に
応
需
す
る
。

○
チ
ー
ム
員
会
議
は
チ
ー
ム
員
（
認
知
症
専
⾨
医
を
含
む
）
及
び
対
象
者
の
居
住
す
る
地
区
を
管
轄
す
る
地
域

包
括
⽀
援
セ
ンタ
ー
職
員
の
参
加
を
原
則
必
須
とし
、そ
の
他
関
係
者
も
必
要
に
応
じて
参
加
可
能
とす
る
。

チ
ー
ム
員
は
以
下
の
3項

⽬
を
す
べ
て
満
た
す
者
とし
、複

数
の
専
⾨
職
（
具
体
的
な
⼈
数
は
地
域
の
実
情
に

応
じて
設
定
す
る
）
に
て
編
成
す
る
。

1
医
師
、⻭

科
医
師
、薬

剤
師
、保

健
師
、助

産
師
、看

護
師
、准

看
護
師
、理

学
療
法
⼠
、

作
業
療
法
⼠
、社

会
福
祉
⼠
、介

護
福
祉
⼠
、視

能
訓
練
⼠
、義

肢
装
具
⼠
、⻭

科
衛
⽣
⼠
、

⾔
語
聴
覚
⼠
、あ
ん
摩
マ
ッサ
ー
ジ
指
圧
師
、は
り師

、き
ゅう
師
、柔

道
整
復
師
、栄

養
⼠
、

精
神
保
健
福
祉
⼠
、介

護
⽀
援
専
⾨
員
⼜
は
これ
らに
準
ず
る
者

2
認
知
症
ケ
ア
実
務
経
験
3年

以
上
⼜
は
在
宅
ケ
ア
実
務
経
験
3年

以
上
を
有
す
る
者

3
認
知
症
初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
で
従
事
す
る
た
め
に
必
要
な
研
修
を
受
講
し、
試
験
に
合
格
した
者

初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
設
置
の
要
件
（
２
）

チ
ー
ム
員
要
件
の
変
更
点

以
下
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
者
2名

以
上

とす
る
。

・「
保
健
師
、看

護
師
、准

看
護
師
、作

業
療

法
⼠
、⻭

科
衛
⽣
⼠
、精

神
保
健
福
祉
⼠
、

社
会
福
祉
⼠
、介

護
福
祉
⼠
」等
の
医
療

保
健
福
祉
に
関
す
る
国
家
資
格
を
有
す
る
者

・認
知
症
ケ
ア
の
実
務
経
験
3年

以
上
⼜
は

在
宅
ケ
ア
実
務
経
験
3年

以
上
を
有
す
る
者

・国
が
別
途
定
め
る
「認
知
症
初
期
集
中
⽀
援

チ
ー
ム
員
研
修
」を
受
講
し、
試
験
に
合
格

した
者

以
下
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
者
２
名
以
上
とす
る
。

・
医
師
、⻭

科
医
師
、薬

剤
師
、保

健
師
、助

産
師
、看

護
師
、

准
看
護
師
、理

学
療
法
⼠
、作

業
療
法
⼠
、社

会
福
祉
⼠
、介

護
福
祉
⼠
、視

能
訓
練
⼠
、義

肢
装
具
⼠
、⻭

科
衛
⽣
⼠
、⾔

語
聴

覚
⼠
、あ
ん
摩
マ
ッサ
ー
ジ
指
圧
師
、は
り師

、き
ゅう
師
、柔

道
整
復

師
、栄

養
⼠
、精

神
保
健
福
祉
⼠
、介

護
⽀
援
専
⾨
員
⼜
は
これ

らに
準
ず
る
者
で
あ
り、
か
つ
、認

知
症
の
医
療
や
介
護
に
お
け
る
専

⾨
的
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
と市

町
村
が
認
め
た
も
の

・認
知
症
ケ
ア
や
在
宅
ケ
ア
の
実
務
・相
談
業
務
等
に
3年

以
上

携
わ
った
経
験
が
あ
る
者

ま
た
、チ
ー
ム
員
は
国
が
別
途
定
め
る
「認
知
症
初
期
集
中
⽀
援

チ
ー
ム
員
研
修
」を
受
講
し、
必
要
な
知
識
・技
能
を
修
得
す
る

も
の
とす
る
。

た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
、
国
が
定
め
る
研
修
を
受
講

し
た
チ
ー
ム
員
が
受
講
内
容
を
共
有
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
同

研
修
を
受
講
し
て
い
な
い
チ
ー
ム
員
の
事
業
参
加
も
可
能
と
す
る
。

認
知
症
初
期
集
中
⽀
援
ﾁｰ
ﾑ

（
診
療
報
酬
）

認
知
症
療
養
指
導
料

①
チ
ー
ム
員
会
議
へ
の
参
加

認
知
症
医
療

⽀
援
診
療
所

認
知
症
疾
患

医
療
ｾﾝ
ﾀｰ

②
チ
ー
ム
員
へ
の
コン
サ
ル
テ
ー
シ
ョン

確
定
診
断
、治

療
計
画
の
作
成

情
報
提
供

※
チ
ー
ム
の

本
来
業
務 か
か
りつ
け
医

情
報

提
供

専
⾨
的
診
療
の
依
頼

③
か
か
りつ
け
医
との
連
携

診
療
結
果
の
情
報
還
元

専
⾨

医

④
急
性
増
悪
期
の
ア
ウ
トリ
ー
チ

必
要
時

相
談

サ
ポ
ー
ト
医

初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
へ
の
医
師
の
関
与

1
3

1
4

1
5

1
6
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か
か
りつ
け
医
との
連
絡
票 ク
リ
ニ
ッ
ク

先
生

御
侍

史

市
認

知
症

初
期

集
中

支
援

チ
ー
ム

認
知

症
サ

ポ
ー
ト
医

市
の

地
域

医
療

連
携

で
は

常
々

大
変

お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

市
認

知
症

初
期

集
中

支
援

チ
ー
ム
で
サ

ポ
ー
ト
医

を
し
て
お
り
ま
す

と
申

し
ま
す
。

先
日

チ
ー
ム
員

か
ら
貴

院
通

院
中

の
さ
ん

歳
年

ご
ろ
か

ら
貴

院
通

院
開

始
に
つ
い
て
以

下
の

よ
う
な
相

談
が

あ
り
ま
し
た
の

で
ご
報

告
申

し
上

げ
ま
す
。

現
在

の
問

題
点

・ ・ ・ ・ 今
後

ま
た
い
ろ
い
ろ
ご
相

談
す
る
こ
と
が

あ
る
か

と
思

い
ま
す
。

今
後

も
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申

し
上

げ
ま
す
。

チ
ー
ム
員
医
師
の
要
件

⽇
本
⽼
年
精
神
医
学
会
若
しく
は

⽇
本
認
知
症
学
会
の
定
め
る
専
⾨
医

⼜
は
認
知
症
疾
患
の
鑑
別
診
断
等
の

専
⾨
医
療
を
主
た
る
業
務
とし
た
5年

以
上
の
臨
床
経
験
を
有
す
る
医
師
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し、
か
つ
認
知
症

サ
ポ
ー
ト医

で
あ
る
医
師
1名

とす
る
。

⽇
本
⽼
年
精
神
医
学
会
若
しく
は
⽇
本
認
知
症
学
会
の
定
め
る

専
⾨
医
⼜
は
認
知
症
疾
患
の
鑑
別
診
断
等
の
専
⾨
医
療
を

主
た
る
業
務
とし
た
5年

以
上
の
臨
床
経
験
を
有
す
る
医
師
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し、
か
つ
認
知
症
サ
ポ
ー
ト医

で
あ
る
医
師
1名

とす
る
。

た
だ
し、
上
記
医
師
の
確
保
が
困
難
な
場
合
に
は
、当

分
の
間
、

以
下
の
医
師
も
認
め
る
こと
とす
る
。

・⽇
本
⽼
年
精
神
医
学
会
若
しく
は
⽇
本
認
知
症
学
会

の
定
め
る
専
⾨
医
⼜
は
認
知
症
疾
患
の
鑑
別
診
断
等
の

専
⾨
医
療
を
主
た
る
業
務
とし
た
5年

以
上
の
臨
床
経
験

を
有
す
る
医
師
で
あ
って
、今
後
5年

間
で
認
知
症

サ
ポ
ー
ト医

研
修
を
受
講
す
る
予
定
の
あ
る
も
の

・認
知
症
サ
ポ
ー
ト医

で
あ
って
、認
知
症
疾
患
の
診
断
・

治
療
に
5年

以
上
従
事
した
経
験
を
有
す
る
も
の
（
認
知

症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
⼀
等
の
専
⾨
医
と連

携
を
図
って

い
る
場
合
に
限
る
。)

複
数
で
訪
問

訪
問
所
要
時
間
は
お
お
む
ね
2時

間
以
内

初
回
家
庭
訪
問
の
実
施
（
１
）

1）
市
町
村
保
健
師
、地

域
包
括
⽀
援
セ
ンタ
ー
職
員
や
主
治
医
、介

護
事
業
者
との
連
携
を
常
に
意
識
し、
情
報
共
有
の
で
き
る
仕
組
み
を

確
保
す
る

2）
対
象
者
の
把
握
に
お
い
て
、チ
ー
ム
員
が
直
接
知
り得

た
情
報
の
場
合
も

地
域
包
括
⽀
援
セ
ンタ
ー
と情

報
共
有
の
うえ
訪
問
す
る

3）
⼗
分
な
情
報
を
得
る
た
め
の
配
慮
を
⾏
う

4）
家
族
の
同
席
の
確
保

5）
独
居
の
場
合
は
協
⼒
の
得
られ
る
家
族
や
その
他
の
⼈
の
同
席
を
調
整

す
る

6）
チ
ー
ム
員
の
受
⼊
拒
否
の
可
能
性
の
⾼
い
場
合
の
対
応
を
想
定
して
お
く

7）
対
象
者
の
台
帳
を
作
成
し、
個
別
記
録
を
作
成
す
る
。⾼

度
の
個
⼈
情
報

で
あ
る
た
め
記
録
の
保
管
⽅
法
は
慎
重
に
考
慮

初
回
家
庭
訪
問
の
実
施
（
２
）

訪
問
時
の
留
意
点
と記

録

1
7

1
8

1
9

2
0
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専
門

医
の
機
能

か
か
り
つ
け
医

の
機
能

認
知

症
の
人

や
家

族
に
関

わ
り
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

家
族

支
援

な
ど
の
初

期
の
支

援
を
包

括
的

、
集

中
的

に
行

い
、
自

立
生

活
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
複

数
の
専

門
職

か
ら
編

成
さ
れ
る
チ
ー
ム
を
い
う
。

情
報
収
集
の
項
⽬

情
報
源
（
本
⼈
、家

族
、親

戚
、近

隣
、⺠

⽣
委
員
、主

治
医
、

ｹｱ
ﾏﾈ
ｼﾞ
ｬｰ
、そ
の
他
）

基
本
情
報
（
⽒
名
、住

所
、⽣

年
⽉
⽇
等
）

本
⼈
の
状
況
（
経
済
状
況
、⽇

常
⽣
活
⾃
⽴
度

認
知
症
⾼
齢
者
の
⽇
常
⽣
活
⾃
⽴
度
、住

宅
環
境
、認

定
情
報
）

家
族
等
の
状
況

現
病
歴

既
往
歴

これ
ま
で
の
経
過

⽣
活
状
況
（
⽣
活
歴
、最

近
の
⽣
活
状
況
とし
て
⽇
頃
の
過
ご
し⽅

、
趣
味
・楽
しみ

・特
技
、友

⼈
・地
域
との
関
係
、本

⼈
・家
族
の
思
い
希
望
）

利
⽤
して
い
る
サ
ー
ビス

⽣
活
障
害
の
項
⽬
（
IA
DL
、A
DL
、そ
の
他
）

認
知
機
能
の
項
⽬

⾝
体
状
況
の
項
⽬

情
報
収
集
-ど
の
よ
うな
情
報
を
得
る
の
か
－

専
門

医
の
機
能

か
か
り
つ
け
医

の
機
能

原
則
、本

⼈
や
家
族
か
らの
情
報
を
基
本
とす
る
。

これ
ま
で
に
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
事
例
や
医
療
機
関
を
受
診

して
い
る
事
例
、既

に
地
域
包
括
⽀
援
ｾﾝ
ﾀｰ
等
が
関
与
して
い
る
場
合

要
介
護
認
定
時
の
情
報
や
サ
ー
ビス
利
⽤
に
⾄
らな
か
った
経
過
等
の

情
報
や
ア
セ
ス
メン
ト内

容
な
どを
あ
らか
じめ
確
認

同
じ質

問
を
何
度
も
さ
れ
る
の
は
苦
痛

時
間
の
損
失

情
報
収
集
-情
報
取
集
時
の
留
意
点
－

専
門

医
の
機
能

か
か
り
つ
け
医

の
機
能

認
知

症
の
人

や
家

族
に
関

わ
り
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

家
族

支
援

な
ど
の
初

期
の
支

援
を
包

括
的

、
集

中
的

に
行

い
、
自

立
生

活
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
複

数
の
専

門
職

か
ら
編

成
さ
れ
る
チ
ー
ム
を
い
う
。

１
．
認
知
機
能
と⾏

動
・⼼
理
症
状
を
評
価
す
る
ア
セ
ス
メン
トツ
ー
ル

□
DA
SC

□
DB
D1
3（

認
知
症
⾏
動
障
害
尺
度
）

２
．
家
族
の
介
護
負
担
を
判
定
す
る
ツー
ル

□
Za
rit
介
護
負
担
尺
度
⽇
本
語
版
の
短
縮
版
の
導
⼊

（
ス
コア
に
よ
る
数
値
化
が
可
能
）

３
．
⾝
体
状
況
の
チ
ェッ
ク

□
初
回
訪
問
時
の
⾝
体
状
況
の
チ
ェッ
ク

□
2回

⽬
以
降
に
収
集
す
べ
き
⾝
体
状
況
の
項
⽬

□
医
療
情
報
（
検
査
デ
ー
タ、
薬
剤
処
⽅

な
ど）

４
．
居
住
環
境
の
ア
セ
ス
メン
ト

５
．
家
族
の
介
護
対
応
⼒
の
ア
セ
ス
メン
ト

６
．
本
⼈
、家

族
の
意
向
とニ
ー
ズ

７
．
⾃
⽴
の
可
能
性
の
ア
セ
ス
メン
ト

な
に
を
評
価
す
る
の
か

＜
⻑
所
＞

•
認
知
機
能
と⽣

活
機
能
を
網
羅
的
に
評
価
で
き
る

•
IA
DL
の
項
⽬
が
充
実
して
お
り軽

度
認
知
症
の
⽣
活
機
能
障
害
を
検
出
しや
す
い

•
国
際
的
な
重
症
度
評
価
尺
度
CD
Rに
対
応
して
い
る

•
4件

法
で
評
価
して
い
る
た
め
に
機
能
変
動
を
カバ
ー
で
き
る

•
設
問
は
具
体
的
で
あ
る

•
簡
便
で
、短

時
間
で
実
施
で
き
る

•
評
価
⽅
法
も
単
純

•
簡
単
な
研
修
を
実
施
す
る
こと
に
よ
って
，
認
知
症
の
基
本
的
な
理
解
と認

知
症
総
合

ア
セ
ス
メン
トの
基
本
的
技
術
を
修
得
す
る
こと
が
で
き
る

•
評
価
結
果
か
ら臨

床
像
の
全
体
を
あ
る
程
度
理
解
す
る
こと
が
で
き
、か
つ
必
要
な
⽀
援

の
⽬
安
が
つ
け
られ
る

＜
課
題
＞

•
⾔
語
機
能
を
評
価
す
る
項
⽬
を
追
加
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
しれ

な
い

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
た
め
の
認
知
症
ア
セ
ス
メン
ト

(D
em

en
tia

 A
ss
es
sm

en
t S

he
et
 fo

r C
om

m
un

ity
‐b
as
ed

 In
te
gr
at
ed

 C
ar
e 
Sy
st
em

)

粟
⽥
の
図
を
改
変

2
1

2
2

2
3

2
4
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認
知

機
能

障
害

・
生

活
機

能
障

害
1
点

2
点

3
点

4
点

1
財

布
や

鍵
な

ど
，

物
を

置
い

た
場

所
が

わ
か

ら
な

く
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
．

a.
 ま

っ
た

く
な

い
b.

 と
き

ど
き

あ
る

c
. 
頻

繁
に

あ
る

d.
 い

つ
も

そ
う

だ

記
憶

近
時
記
憶

2
5
分

前
に

聞
い

た
話

を
思

い
出

せ
な

い
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
．

a.
 ま

っ
た

く
な

い
b.

 と
き

ど
き

あ
る

c
. 
頻

繁
に

あ
る

d.
 い

つ
も

そ
う

だ

3
自

分
の

生
年

月
日

が
わ

か
ら

な
く
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
．

a.
 ま

っ
た

く
な

い
b.

 と
き

ど
き

あ
る

c
. 
頻

繁
に

あ
る

d.
 い

つ
も

そ
う

だ
遠
隔
記
憶

4
今

日
が

何
月

何
日

か
わ

か
ら

な
い

と
き

が
あ

り
ま

す
か

．
a.

 ま
っ

た
く
な

い
b.

 と
き

ど
き

あ
る

c
. 
頻

繁
に

あ
る

d.
 い

つ
も

そ
う

だ

⾒
当
識

時
間

5
自

分
の

い
る

場
所

が
ど

こ
だ

か
わ

か
ら

な
く
な

る
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
．

a.
 ま

っ
た

く
な

い
b.

 と
き

ど
き

あ
る

c
. 
頻

繁
に

あ
る

d.
 い

つ
も

そ
う

だ
場
所

6
道

に
迷

っ
て

家
に

帰
っ

て
こ

れ
な

く
な

る
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
．

a.
 ま

っ
た

く
な

い
b.

 と
き

ど
き

あ
る

c
. 
頻

繁
に

あ
る

d.
 い

つ
も

そ
う

だ
道
順

7
電

気
や

ガ
ス

や
水

道
が

止
ま

っ
て

し
ま

っ
た

と
き

に
、

自
分

で
適

切
に

対
処

で
き

ま
す

か
。

a.
 問

題
な

い
b.

 だ
い

た
い

で
き

る
c
. 
あ

ま
り

で
き

な
い

d.
 ま

っ
た

く
で

き
な

い

判
断
・

問
題
解
決

問
題
解
決

8
一

日
の

計
画

を
自

分
で

立
て

る
こ

と
が

で
き

ま
す

か
。

a.
 問

題
な

い
b.

 だ
い

た
い

で
き

る
c
. 
あ

ま
り

で
き

な
い

d.
 ま

っ
た

く
で

き
な

い

9
季

節
や

状
況

に
合

っ
た

服
を

自
分

で
選

ぶ
こ

と
が

で
き

ま
す

か
。

a.
 問

題
な

い
b.

 だ
い

た
い

で
き

る
c
. 
あ

ま
り

で
き

な
い

d.
 ま

っ
た

く
で

き
な

い
社
会
的

判
断
⼒

1
0

一
人

で
買

い
物

に
行

け
ま

す
か

．
a.

 問
題

な
い

b.
 だ

い
た

い
で

き
る

c
. 
あ

ま
り

で
き

な
い

d.
 ま

っ
た

く
で

き
な

い

家
庭
外
の

IA
D
L

買
い
物

1
1

バ
ス

や
電

車
，

自
家

用
車

な
ど

を
使

っ
て

一
人

で
外

出
で

き
ま

す
か

．
a.

 問
題

な
い

b.
 だ

い
た

い
で

き
る

c
. 
あ

ま
り

で
き

な
い

d.
 ま

っ
た

く
で

き
な

い
交
通
機
関

1
2

貯
金

の
出

し
入

れ
や

，
家

賃
や

公
共

料
金

の
支

払
い

は
一

人
で

き
ま

す
か

．
a.

 問
題

な
い

b.
 だ

い
た

い
で

き
る

c
. 
あ

ま
り

で
き

な
い

d.
 ま

っ
た

く
で

き
な

い
⾦
銭
管
理

1
3

電
話

を
か

け
る

こ
と

が
で

き
ま

す
か

．
a.

 問
題

な
い

b.
 だ

い
た

い
で

き
る

c
. 
あ

ま
り

で
き

な
い

d.
 ま

っ
た

く
で

き
な

い

家
庭
内
の

IA
D
L

電
話

1
4

自
分

で
食

事
の

準
備

は
で

き
ま

す
か

．
a.

 問
題

な
い

b.
 だ

い
た

い
で

き
る

c
. 
あ

ま
り

で
き

な
い

d.
 ま

っ
た

く
で

き
な

い
⾷
事
の

準
備

1
5

自
分

で
，

薬
を

決
ま

っ
た

時
間

に
決

ま
っ

た
分

量
の

む
こ

と
は

で
き

ま
す

か
．

a.
 問

題
な

い
b.

 だ
い

た
い

で
き

る
c
. 
あ

ま
り

で
き

な
い

d.
 ま

っ
た

く
で

き
な

い
服
薬
管
理

1
6

入
浴

は
一

人
で

で
き

ま
す

か
．

a.
 問

題
な

い
b.

見
守

り
や

声
が

け
を

要
す

る
c
. 
一

部
介

助
を

要
す

る
d.

 全
介

助
を

要
す

る

⾝
体
的

AD
L

⼊
浴

1
7

着
替

え
は

一
人

で
で

き
ま

す
か

．
a.

 問
題

な
い

b.
見

守
り

や
声

が
け

を
要

す
る

c
. 
一

部
介

助
を

要
す

る
d.

 全
介

助
を

要
す

る
着
替
え

1
8

ト
イ

レ
は

一
人

で
で

き
ま

す
か

．
a.

 問
題

な
い

b.
見

守
り

や
声

が
け

を
要

す
る

c
. 
一

部
介

助
を

要
す

る
d.

 全
介

助
を

要
す

る
排
泄

1
9

身
だ

し
な

み
を

整
え

る
こ

と
は

一
人

で
で

き
ま

す
か

。
a.

 問
題

な
い

b.
見

守
り

や
声

が
け

を
要

す
る

c
. 
一

部
介

助
を

要
す

る
d.

 全
介

助
を

要
す

る
整
容

2
0

食
事

は
一

人
で

で
き

ま
す

か
。

a.
 問

題
な

い
b.

見
守

り
や

声
が

け
を

要
す

る
c
. 
一

部
介

助
を

要
す

る
d.

 全
介

助
を

要
す

る
⾷
事

2
1

ト
イ

レ
や

お
風

呂
な

ど
ま

で
の

移
動

は
一

人
で

で
き

ま
す

か
。

a.
 問

題
な

い
b.

見
守

り
や

声
が

け
を

要
す

る
c
. 
一

部
介

助
を

要
す

る
d.

 全
介

助
を

要
す

る
移
動

A
ss

es
sm

en
t S

he
et

 in
 C

om
m

un
ity

-b
as

ed
 In

te
gr

at
ed

 C
ar

e 
Sy

st
em

, 
D

A
SC

-2
1

No
質

問
内

容

1
同

じ
こ

と
を

何
度

も
何

度
も

聞
く

2
よ

く
物

を
な

く
し

た
り

、
置

場
所

を
間

違
え

た
り

、
隠

し
た

り
し

て
い

る

3
日

常
的

な
物

事
に

関
心

を
示

さ
な

い

4
特

別
な

理
由

が
な

い
の

に
夜

中
起

き
出

す

5
特

別
な

根
拠

も
な

い
の

に
人

に
言

い
が

か
り

を
つ

け
る

6
昼

間
、

寝
て

ば
か

り
い

る

7
や

た
ら

に
歩

き
回

る

8
同

じ
動

作
を

い
つ

ま
で

も
繰

り
返

す

9
口

汚
く
の

の
し

る

10
場

違
い

あ
る

い
は

季
節

に
合

わ
な

い
不

適
切

な
服

装
を

す
る

11
世

話
を

さ
れ

る
の

を
拒

否
す

る

12
明

ら
か

な
理

由
な

し
に

物
を

貯
め

込
む

13
引

き
出

し
や

タ
ン

ス
の

中
身

を
全

部
だ

し
て

し
ま

う

０
：
全

く
な

い
１

：
ほ

と
ん

ど
な

い
２

：
と

き
ど

き
あ

る
３

：
よ

く
あ

る
４

：
常

に
あ

る

DB
D1
3

項 目
質

問
内

容

思 わ な い

た ま に

時 々
よ く

い つ も

０
点

１
２

３
４

1
患

者
さ

ん
の

行
動

に
対

し
、

困
っ

て
し

ま
う

と
思

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
。

2
患

者
さ

ん
の

そ
ば

に
い

る
と

腹
が

た
つ

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

。

3
介

護
が

あ
る

の
で

家
族

や
友

人
と

つ
き

あ
い

づ
ら

く
な

っ
て

い
る

と
思

い
ま

す
か

。

4
患

者
さ

ん
の

そ
ば

に
い

る
と

、
気

が
休

ま
ら

な
い

と
思

い
ま

す
か

。

5
介

護
が

あ
る

の
で

自
分

の
社

会
参

加
の

機
会

が
減

っ
た

と
思

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
。

6
患

者
さ

ん
が

家
に

い
る

の
で

、
友

達
を

自
宅

に
呼

び
た

く
て

も
呼

べ
な

い
と

思
っ

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
。

7
介

護
を

誰
か

に
ま

か
せ

て
し

ま
い

た
い

と
思

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
。

8
患

者
さ

ん
に

対
し

て
、

ど
う

し
て

い
い

か
わ

か
ら

な
い

と
思

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
。

各
質
問
に
つ
い
て
あ
な
た
の
気
持
ち
に
最
も
当
て
は
まる
番
号
を○

で
囲
ん
で
くだ
さい
。

Za
rit
介
護
負
担
尺
度
⽇
本
語
版
の
短
縮
版

Th
e 

Sh
or

t J
ap

an
es

e 
ve

rs
io

n 
of

th
e 

Za
rit

C
ar

eg
iv

er
 B

ur
de

n 
In

te
rv

ie
w

専
門

医
の
機
能

か
か
り
つ
け
医

の
機
能

認
知

症
の
人

や
家

族
に
関

わ
り
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

家
族

支
援

な
ど
の
初

期
の
支

援
を
包

括
的

、
集

中
的

に
行

い
、
自

立
生

活
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
複

数
の
専

門
職

か
ら
編

成
さ
れ
る
チ
ー
ム
を
い
う
。

１
．
全
⾝
観
察

①
⾝
体
機
能

移
動
・運
動
能
⼒
が
わ
か
りや
す
い
視
⼒

聴
⼒
も

②
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
⼒

会
話
が
成
⽴
す
る
か

③
衛
⽣
状
態

服
装

⽪
膚
の
状
態
か
ら

④
栄
養
状
態

る
い
痩

肥
満

⑤
摂
⾷
状
態

⑥
排
泄
状
態

⑦
睡
眠
状
態

ま
ず
は
⽇
昼
お
き
て
い
られ
る
か

⑧
精
神
状
態

平
静

興
奮

うつ
状
態
な
ど

２
．
基
礎
デ
ー
タ

バ
イタ
ル
サ
イン
の
チ
ェッ
ク（

⾎
圧
、脈

拍
、体

温
、呼

吸
数
）
と

⾝
体
測
定
（
⾝
⻑
、体

重
）

－
⾝
体
の
様
⼦
を
チ
ェッ
ク
－

2
5

2
6

2
7

2
8
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専
門

医
の
機
能

認
知

症
の
人

や
家

族
に
関

わ
り
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

家
族

支
援

な
ど
の
初

期
の
支

援
を
包

括
的

、
集

中
的

に
行

い
、
自

立
生

活
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
複

数
の
専

門
職

か
ら
編

成
さ
れ
る
チ
ー
ム
を
い
う
。

1.
認
知
症
初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
の
役
割
と計

画
的
関
与
を
⾏
うこ
との
説
明

－
チ
ー
ム
が
で
き
る
こと
に
つ
い
て
わ
か
りや
す
い
提
⽰

2.
基
本
的
な
認
知
症
に
関
す
る
情
報
提
供

3.
専
⾨
医
療
機
関
へ
の
受
診
が
本
⼈
、家

族
に
とっ
て
メリ
ット
が
あ
る
こと
に
つ
い
て
説
明

4.
介
護
保
険
サ
ー
ビス
利
⽤
が
本
⼈
、家

族
に
とっ
て
メリ
ット
が
あ
る
こと
に
つ
い
て
説
明

以
下
は
個
別
事
例
ご
とに
優
先
順
位
を
つ
け
可
能
な
範
囲
で
実
施

5.
本
⼈
へ
の
⼼
理
的
サ
ポ
ー
トと
ア
ドバ
イス

6.
家
族
へ
の
⼼
理
的
サ
ポ
ー
トと
ア
ドバ
イス

7.
具
体
的
な
各
機
関
との
連
絡
調
整

初
回
訪
問
時
の
⽀
援
内
容

専
門

医
の
機
能

か
か
り
つ
け
医

の
機
能

認
知

症
の
人

や
家

族
に
関

わ
り
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

家
族

支
援

な
ど
の
初

期
の
支

援
を
包

括
的

、
集

中
的

に
行

い
、
自

立
生

活
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
複

数
の
専

門
職

か
ら
編

成
さ
れ
る
チ
ー
ム
を
い
う
。

会
議
の
内
容
ア
セ
ス
メン
ト内

容
の
総
合
チ
ェッ
ク

専
⾨
医
療
機
関
へ
の
紹
介
の
必
要
性
の
検
討
、

受
診
に
向
け
た
適
切
な
⽅
法
の
検
討

本
⼈
の
状
態
に
あ
った
介
護
保
険
サ
ー
ビス
の
導
⼊
に
向
け
た
検
討
、助

⾔

初
期
集
中
⽀
援
計
画
の
検
討

い
つ
⾏
うの
か

初
回
訪
問
終
了
後

必
須

介
護
保
険
サ
ー
ビス
引
継
ぎ
前

必
須

その
間
は
随
時

メ
ン
バ
ー

認
知
症
専
⾨
医
を
含
む
チ
ー
ム
員

必
須

必
要
に
応
じて

地
域
包
括
⽀
援
セ
ンタ
ー
職
員

か
か
りつ
け
医
、担

当
す
る
介
護
⽀
援
専
⾨
員
、市

町
村
関
係
課

等

チ
ー
ム
員
会
議
の
開
催

専
門

医
の
機
能

認
知

症
の
人

や
家

族
に
関

わ
り
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

家
族

支
援

な
ど
の
初

期
の
支

援
を
包

括
的

、
集

中
的

に
行

い
、
自

立
生

活
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
複

数
の
専

門
職

か
ら
編

成
さ
れ
る
チ
ー
ム
を
い
う
。

初
期
集
中
⽀
援
の
内
容

１
．
受
診
勧
奨
・誘
導

２
．
介
護
保
険
サ
ー
ビス
の
利
⽤
の
勧
奨
・誘
導

３
．
チ
ー
ム
員
に
よ
る
⽀
援

本
⼈
・家
族
へ
の
教
育
的
⽀
援

重
症
度
に
応
じた
ア
ドバ
イス

⾝
体
を
整
え
る
ケ
ア
（
⾝
体
状
況
の
チ
ェッ
クか
ら︓

⽔
分
摂
取
、⾷

事
摂
取
、排

泄
、運

動
な
ど）

⽣
活
環
境
の
改
善

継
続
的
な
医
療
⽀
援

服
薬
管
理

介
護
保
険
サ
ー
ビス
が
必
要
な
場
合
の
調
整

介
護
保
険
サ
ー
ビス
以
外
の
社
会
資
源
の
活
⽤

権
利
擁
護
に
向
け
た
調
整

初
期
集
中
⽀
援
の
実
施

専
門

医
の
機
能

１
.基

本
的
な
情
報

認
知
症
に
つ
い
て

認
知
症
の
⾏
動
・⼼
理
症
状
に
つ
い
て

治
療
に
つ
い
て

家
族
の
対
応
に
つ
い
て

２
.地

域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
情
報

医
療
情
報
、医

療
資
源
、⼈

材
介
護
サ
ー
ビス
資
源
に
つ
い
て

イン
フォ
ー
マ
ル
な
サ
ー
ビス

な
ど

地
域
の
最
新
の
情
報
の
収
集
が
必
要

初
期
集
中
⽀
援
時
の
媒
体

-何
を
使
って
指
導
す
る
か
-

2
9

3
0

3
1

3
2
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専
門

医
の
機
能

チ
ー
ム
員
会
議
に
て
判
断

訪
問

⽀
援

対
象

者
の

それ
ぞ

れ
の

⽀
援

⽅
針

（
＝

初
期

集
中

⽀
援

計
画

）
に

基
づ

い
た

、チ
ー

ム
とし

て
の

遂
⾏

業
務

に
つ

い
て

、⼀
定

程
度

の
⽬

的
が

達
せ

られ
た

こと
な

ど判
断

され
た

場
合

に
、終

了

通
常
は
医
療
・介
護
サ
ー
ビス
へ
の
引
継
ぎ
とな
る
こと
が
想
定

地
域

包
括

⽀
援

セ
ンタ

ー
や

担
当

介
護

⽀
援

専
⾨

員
等

と同
⾏

訪
問

を
⾏

う等
の

⽅
法

で
、

対
象

者
へ

の
何

らか
の

⽀
援

や
サ

ー
ビス

投
⼊

が
円

滑
に

引
き

継
が

れ
て

い
くこ

とを
前

提
とし

て
、

引
継

ぎ
とそ

の
後

の
モ

ニタ
リン

グ
に

関
す

る
規

定
を

設
定

。

初
期

集
中

⽀
援

の
終

了

専
門

医
の
機
能

認
知

症
の
人

や
家

族
に
関

わ
り
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

家
族

支
援

な
ど
の
初

期
の
支

援
を
包

括
的

、
集

中
的

に
行

い
、
自

立
生

活
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
複

数
の
専

門
職

か
ら
編

成
さ
れ
る
チ
ー
ム
を
い
う
。

1.
モ

ニタ
リン

グ
の

実
施

主
体

︓
認

知
症

初
期

集
中

⽀
援

チ
ー

ム
2.

モ
ニタ

リン
グ

の
間

隔
︓

（
モ

デ
ル

事
業

で
は

原
則

とし
て

2ヶ
⽉

毎
）

3.
モ

ニタ
リン

グ
の

⽅
法

本
⼈

宅
へ

の
訪

問
の

実
施

引
継

ぎ
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャー
へ

の
聞

き
取

り等
4.

モ
ニタ

リン
グ

の
内

容
経

過
に

お
け

る
ア

セ
ス

メン
トに

基
づ

く課
題

と⽀
援

計
画

の
妥

当
性

家
族

の
負

担
度

認
知

症
に

関
す

る
本

⼈
の

状
態

像
の

変
化

改
善

の
可

能
性

、残
存

機
能

の
⼗

分
な

発
揮

が
な

され
て

い
る

か
関

係
機

関
との

情
報

共
有

状
況

等
⇒

 結
果
を
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャー
に
報
告
、助
⾔

引
き

継
ぎ

後
の

モ
ニタ

リン
グ

収
集

デ
ー

タに
よ

る
「チ

ー
ム

指
標

」
収

集
デ

ー
タに

よ
る

「チ
ー

ム
指

標
」（

続
き

）

3
3

3
4

3
5

3
6
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制
作
趣
旨
︓
チ
ー
ム
活
動
の
主
要
指
標
に
つ
い
て
、統
⼀
的
な
定
義
・ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
ツ
ー
ル

に
よ
って
、個
別
の
⽀
援
プ
ロ
セ
ス
に
沿
った
実
績
デ
ー
タ
を
効
率
的
に
収
集
す
る

チ
ー
ム
に
関
す
る
デ
ー
タ

対
象
者
ご
との
個
別
⽀
援
の
デ
ー
タ

●
⾼
齢
者
⼈
⼝
等
の
基
礎
デ
ー
タ

●
⼈
件
費
等
の
費
⽤
デ
ー
タ

●
⽉
ご
との
チ
ー
ム
活
動
デ
ー
タ

①
基
礎
情
報
（
年
齢
、⾃
⽴
度
、現
況
）

②
ア
セ
ス
メ
ン
ト（

D
A
SC
、D

BD
13
、J

-Z
ar
it
_8
）

③
訪
問
⽀
援
実
績

④
チ
ー
ム
員
会
議
実
績

⑤
⽀
援
終
了
時
情
報
（
診
断
、転
帰
）

活
動
内
容
・チ
ー
ム
設
置
要
件
等
の
検
討
に
資
す
る
チ
ー
ム
活
動
の
主
要
指
標

①
活
動
に
関
す
る
デ
ー
タ
（
⽀
援
期
間
、⽀
援
回
数
、会
議
所
要
時
間
等
）

②
効
果
に
関
す
る
デ
ー
タ
（
診
断
、サ
ー
ビス
利
⽤
、ア
セ
ス
メ
ン
トの

変
化
等
）

③
費
⽤
に
関
す
る
デ
ー
タ
（

1事
例
あ
た
りの
所
要
額
、チ
ー
ム
全
体
の
コス
ト）

チ
ー
ム
ご
との
デ
ー
タ
⼊
⼒

対
象
者
ご
との
デ
ー
タ
⼊
⼒

デ
ー
タ収

集
の
必
要
性
と⽅

法

1．
認
知
症
初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
の
歩
み

2．
認
知
症
初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
の

現
状
と課

題
3．

病
院
で
の
多
職
種
チ
ー
ム

4．
認
知
症
初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
の
これ
か
ら

チ
ー
ム
設
置
の
進
捗
状
況

1,
74
1市

町
村
の
うち
1,
73
7市

町
村
が
設
置

設
置
率
は
99
.8
％

20
19
年
1⽉

厚
⽣
労
働
省
に
よ
る

認
知
症
初
期
集
中

⽀
援
チ
ー
ム

対
象
者
把
握

情
報
収
集

介
⼊
時

の
状
況

ア
セ
ス
メ
ン
ト

1,9
51
⼈

71
5チ
ー
ム

(7
38
･6
25
･4
90
⼈
)

●
性
別
、年
齢
、世
帯

●
把
握
ル
ー
ト

●
困
難
事
例

●
医
療
・介
護
サ
ー
ビス

利
⽤
状
況

●
診
断
状
況

介
⼊
時
・終
了
時
の
実
施
者

●
DA

SC
●
DB
D
13

●
J-Z

BI
_8

デ
ー
タ
提
出
⾃
治
体

H2
9/
4〜

H2
9/
12
末

の
「引
継
あ
り」
対
象
者

●
医
療
・介
護
サ
ー
ビス
に
つ
な
が
る
ま
で
の
⽇
数

･
介
⼊
時
医
療
未
利
⽤
者

63
1⼈

･
介
⼊
時
介
護
サ
ー
ビス
未
利
⽤
者

1,6
05
⼈

●
対
象
者
あ
た
り所

要
額

･
所
要
額
計
算
可
能
対
象
者

1,0
18
⼈

●
認
知
症
の
診
断

･
介
⼊
時
未
診
断
・不
明
者

1,2
08
⼈

●
受
診
・サ
ー
ビス
利
⽤
に

⾄
らな
か
った
理
由

主
な
集
計
項
⽬
と対

象
者
数
の
流
れ

⽀
援
の
状
況

訪
問
⽀
援
・チ
ー
ム
員
会
議

終
了
時

の
状
況

転
帰

3
7

3
8

3
9

4
0
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チ
ー
ム
概
要

①
設
置
場
所

②
チ
ー
ム
員
会
議
・チ
ー
ム
員
職
種
別
単
価

(円
/時
間
)

n6
49
(有
効
回
答
)

地
域
包
括
⽀
援

セ
ン
タ
ー

36
1

56
.5%

⾏
政 119 18
.6%

医
療
機
関
（
病

院
・診
療
所
）

89 13
.9%

認
知
症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー

28 4.4
%

そ
の
他

42 6.6
%

平
均
値

中
央
値

有
効
n(
チ
ー
ム
数
)

チ
ー
ム
員
会
議

19
,87
1.0

16
,45
0

35
1

チ
ー
ム
員

医
師

13
,05
4.6

10
,47
5

45
6

保
健
師

2,6
40
.0

2,2
00

20
6

看
護
師

3,3
93
.5

2,6
11

28
8

作
業
療
法
⼠

3,8
18
.1

3,0
00

14
2

社
会
福
祉
⼠

2,6
56
.1

2,0
00

25
7

精
神
保
健
福
祉
⼠

3,4
84
.1

2,5
57

114
介
護
福
祉
⼠

3,1
53
.1

2,5
00

14
9

対
象
者
概
要
❶

①
性
別

②
年
齢
階
級n1

,95
1

男
性

55
8

37
.3%

⼥
性

93
7

62
.7%

50
歳
代

4 0.2
%

60
〜

64
歳

15 1.0
%

65
〜

69
歳

70 4.7
%

70
〜

74
歳

15
2

10
.2%

75
〜

79
歳

34
2

22
.9%

80
〜

84
歳

47
8

32
.0%

85
歳
以
上

43
4

29
.0%

n1
,95

1

(平
成

28
年
度
)

(平
成

28
年
度
)

男
性

74
5

38
.2%

⼥
性

1,2
05

 
61

.8%

50
歳
代

10 0.5
%

60
〜

64
歳

26 1.3
%

65
〜

69
歳

64 3.3
%

70
〜

74
歳

21
8

11
.2% 75
〜

79
歳

41
4

21
.2%

80
〜

84
歳

64
1

32
.9%

85
歳
以
上

57
8

29
.6%

対
象
者
概
要
❷

③
世
帯
状
況

独
居

54
2

36
.3%

夫
婦
の
み

41
6

27
.8%

そ
の
他

53
5

35
.8%

⽋
損
値 2 0.1
%

本
⼈ 55 3.7
%

家
族

55
6

37
.2% ⺠
⽣
委
員

85 5.7
%

近
隣
住
⺠

72 4.8
%

ケ
ア
マ
ネ

17
5

11
.7%

医
療
機
関

10
4

7.0
%そ
の
他

44
5

29
.7%

⽋
損
値 3 0.2
%

n1
,95

1

④
把
握
経
路

n1
,95

1

(平
成

28
年
度
)

(平
成

28
年
度
)

独
居

70
8

36
.3%

夫
婦
の
み

53
5

27
.4%

そ
の
他

70
4

36
.1%

⽋
損
値 4 0.2
%

本
⼈ 46 2.4
%

家
族

78
5

40
.2%

⺠
⽣
委
員

12
1

6.2
%

近
隣
住
⺠

89 4.6
%

ケ
ア
マ
ネ

19
0

9.7
%

医
療
機
関

14
3

7.3
%

そ
の
他

57
6

29
.5%

⽋
損
値 1 0.1
%

対
象
者
概
要
❸

⑤
困
難
事
例
取
扱

n1
,95

1

該
当
す
る

63
2

42
.3%

該
当
しな
い

77
2

51
.6%

⽋
損
値

91 6.1
%

合
計

該
当
す
る

該
当
しな
い

(⽋
損
値
)

地
域
包
括
⽀
援
セ
ン
タ
ー

10
0.0
%

34
.1%

59
.4%

6.5
%

⾏
政

10
0.0
%

40
.5%

58
.5%

1.0
%

医
療
機
関
(病
院
・診
療
所
)

10
0.0
%

50
.8%

43
.6%

5.6
%

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

10
0.0
%

57
.4%

38
.2%

4.4
%

（
チ
ー
ム
設
置
機
関
別
の
状
況
）

(平
成

28
年
度
)

該
当
す
る

74
0

37
.9%

該
当
しな
い

1,0
67

 
54

.7%

⽋
損
値

14
4

7.4
%

4
1

4
2

4
3

4
4
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⽀
援
の
状
況
❶

①
訪
問
⽀
援
回
数

n1
,95

1

合
計

1〜
2

3〜
5

6〜
10

11〜
15

16
〜
20

20
超

全
体

10
0.0
%

41
.8%

31
.8%

18
.0%

5.1
%

1.7
%

1.6
%

地
域
包
括
⽀
援
セ
ン
タ
ー

10
0.0
%

39
.0%

34
.8%

19
.2%

4.2
%

1.5
%

1.3
%

⾏
政

10
0.0
%

42
.0%

29
.8%

20
.0%

4.9
%

1.9
%

1.4
%

医
療
機
関
(病
院
・診
療
所
)

10
0.0
%

53
.1%

28
.0%

12
.1%

3.8
%

1.5
%

1.5
%

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

10
0.0
%

44
.2%

14
.7%

17
.6%

19
.1%

1.5
%

2.9
%

平
均
値
︓
4.6

回
中
央
値
︓
3回

最
⼤
︓
41
回

（
標
準
偏
差
4.5

8）

（
チ
ー
ム
設
置
機
関
別
の
状
況
）

81
3(
41
.8%

)

62
1(3
1.8
%)

35
2(
18
.0%

)

99
(5
.1%

)
34
(1.
7%
)

32
(1.
6%

)
0

20
0

40
0

60
0

80
0

1〜
2回

3〜
5回

6〜
10
回

11〜
15
回

16
〜
20
回

20
回
超

⽀
援
の
状
況
❷

②
初
回
訪
問
時
間

37
0

85
5

43
1

21
5

64
0

20
0

40
0

60
0

80
0

30
分
以
下

〜
60
分
以
下

〜
90
分
以
下

〜
12
0分
以
下

12
0分
超

n1
,93

5（
有
効
回
答
）

平
均
値
︓
66
.6
分

中
央
値
︓
60
分

（
標
準
偏
差
34
.47
）

③
初
回
訪
問
職
種

n1
,93

0（
有
効
回
答
）

医
師 43 1.2
%

保
健
師

73
8

20
.4%

看
護
師

99
1

27
.4%

作
業
療
法
⼠

14
4

4.0
%

社
会
福
祉
⼠

94
8

26
.2%

精
神
保
健
福

祉
⼠ 17
9

5.0
%

介
護
福
祉
⼠

37
1

10
.3%

そ
の
他

20
2

5.5
%

訪
問
⼈
数

（
対
象
者
数
n1
,93
0）

1⼈
39
7⼈

（
20
.6%
）

2⼈
1,4
01
⼈
（
72
.5%
）

3⼈
117

⼈
（
6.1
%）

4⼈
15
⼈
（
0.8
%）

訪
問
職
種
延
べ
⼈
数

n3
,61

6

⽀
援
の
状
況
❸

④
⽀
援
期
間
❶
「把
握
」~
「初
回
訪
問
」⽇
数

n1
,91

6（
有
効
回
答
）

平
均
値
︓
12
.7
⽇

中
央
値
︓
7.0

⽇

（
標
準
偏
差
19
.2）

（
チ
ー
ム
設
置
機
関
別
の
状
況
）

合
計

〜
3

4〜
7

8〜
14

15
〜
30

31
〜
60

61
〜

全
体

10
0.0
%

31
.7%

21
.9%

20
.0%

16
.8%

6.8
%

2.8
%

地
域
包
括
⽀
援
セ
ン
タ
ー

10
0.0
%

35
.7%

21
.9%

18
.3%

15
.1%

6.3
%

2.7
%

⾏
政

10
0.0
%

28
.7%

22
.1%

17
.6%

19
.1%

7.0
%

5.5
%

医
療
機
関
(病
院
・診
療
所
)

10
0.0
%

23
.1%

22
.7%

23
.4%

21
.2%

6.9
%

2.7
%

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

10
0.0
%

16
.4%

14
.9%

23
.9%

28
.4%

13
.4%

3.0
%

平
均
値
︓
13

.5
⽇

中
央
値
︓

8.
0
⽇

（
標
準
偏
差

18
.8
）

(平
成
28
年
度
)

60
8(
31
.7%

) 41
9(
21
.9%

) 38
3(
20
.0%

) 32
1(1
6.8
%)

13
1(6
.8%

)
54
(2
.8%

)
0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

〜
3⽇

4〜
7⽇

8〜
14
⽇

15
〜
30
⽇

31
〜
60
⽇

61
⽇
〜

⽀
援
の
状
況
❹

③
⽀
援
期
間
❷
「初
回
訪
問
(⽀
援
開
始
)」
~
「引
継
」⽇
数

n1
,87

2（
有
効
回
答
）

平
均
値
︓
61
.5
⽇

中
央
値
︓
48
.0
⽇

（
標
準
偏
差
54
.4）

（
チ
ー
ム
設
置
機
関
別
の
状
況
）

平
均
値
︓
64

.8
⽇

中
央
値
︓

53
.0
⽇

（
標
準
偏
差

55
.8
）

合
計

〜
14

15
〜
30

31
〜
60

61
〜
90

91
〜 1
20

12
1〜
15
0

15
1〜
18
0

18
1〜

全
体

10
0.0
%

21
.7%

14
.5%

23
.6%

14
.2%

11.
1%

6.8
%

4.0
%

4.1
%

地
域
包
括
⽀
援
セ
ン
タ
ー

10
0.0
%

23
.0%

14
.0%

23
.6%

14
.6%

9.5
%

6.5
%

4.4
%

4.5
%

⾏
政

10
0.0
%

24
.2%

20
.1%

21
.1%

12
.4%

8.8
%

6.2
%

3.1
%

4.1
%

医
療
機
関
(病
院
・診
療
所
)

10
0.0
%

20
.5%

13
.6%

20
.5%

17
.1%

13
.2%

9.3
%

2.7
%

3.1
%

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

10
0.0
%

11.
9%

19
.4%

26
.9%

11.
9%

16
.4%

6.0
%

4.5
%

3.0
%

(平
成
28
年
度
)

40
7(
21
.7%

) 27
1(1
4.5
%)44

3(
23
.7%

) 26
6(
14
.2%

) 20
7(
11.
1%
) 12
7(
6.8
%)
75
(4
.0%

)76
(4
.1%

)

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

4
5

4
6

4
7

4
8
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⽀
援
の
状
況
❺

④
医
療
・介
護
に
つ
な
が
る
ま
で
の
⽇
数

（
介
⼊
時
、未
利
⽤
者
の
「把
握
」〜
「引
継
」ま
で
⽇
数
）

介
⼊
時

未
利
⽤
者

引
継
あ
り

⽇
数

（
有
効
回
答
）

医
療
に

つ
な
が
る
ま
で

n6
31

44
3⼈

うち
、主
治
医
(認
知
症
)に
引
継
19
2

専
⾨
医
療
機
関
に
引
継

10
5

70
.2%

70
.8⽇

（
n4
06
）

介
護
に

つ
な
が
る
ま
で

n1
,60
5

1,3
40

⼈
83
.5%

84
.4⽇

（
n1
,29
2）

医
療
未
利
⽤
者
︓
介
⼊
時
「通
院
な
し」
＋
「以
前
は
通
院
して
い
た
」

介
護
未
利
⽤
者
︓
介
⼊
時
「サ
ー
ビス
利
⽤
な
し」
＋
「以
前
は
利
⽤
して
い
た
」

所
要
額
(対
象
者
あ
た
り費

⽤
)

※
所
要
額
に
含
ま
れ
る
の
は
、①
訪
問
⽀
援
に
か
か
る
費
⽤
、②
チ
ー
ム
員
会
議
に
か
か
る
費
⽤
） n

1,0
18

平
均
値
︓
33
,42

6.4
円

中
央
値
︓
21
,83

5.7
円

（
標
準
偏
差
39
,75

7.8
）

平
均
値
︓

35
,2
04
円

中
央
値
︓

22
,7
69
円

（
標
準
偏
差

38
,2
56

.4
）

合
計

~1
0 千
円

~2
0千
円

~3
0千
円

~4
0千
円

~5
0千
円

~6
0千
円

~7
0千
円

70
千
円
~

全
体

10
0.0
%

23
.4%

23
.4%

16
.5%

11.
0%

6.7
%

5.2
%

3.0
%

10
.8%

地
域
包
括
⽀
援
セ
ン
タ
ー

10
0.0
%

30
.1%

24
.9%

17
.3%

11.
4%

5.0
%

3.8
%

1.9
%

5.7
%

⾏
政

10
0.0
%

10
.4%

12
.5%

15
.6%

12
.5%

12
.5%

12
.5%

2.1
%

21
.9%

医
療
機
関
(病
院
・診
療
所
)

10
0.0
%

5.0
%

26
.6%

13
.7%

5.8
%

10
.8%

6.5
%

4.3
%

27
.3%

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

10
0.0
%

9.7
%

19
.4%

22
.5%

19
.4%

12
.7%

6.5
%

0.0
%

9.7
%

（
チ
ー
ム
設
置
機
関
別
の
状
況
）

(平
成
28
年
度
)

23
8(
23
.4%

)
23
8(
23
.4%

)

16
8(
16
.5%

) 112
(11
.0%

) 68
(6
.7%

) 5
3(
5.2
%)

31
(3
.0%

)
47

63

05010
0

15
0

20
0

25
0

(10
.8%

)

介
⼊
時
Vs
終
了
時
の
状
況
（
医
療
）
平
成
29
年
度

①
ⅰ
医
療
の
受
診
状
況

①
ⅱ
認
知
症
の
診
断

n＝
1,9

51

n=
1,9

51
認
知
症
で
の
通
院
は
23
%

65
%
は
認
知
症
の
診
断
な
し

認
知
症
の
通
院
は
4１

%
受
診
に
⾄
って
い
な
い
は
15
％

終
了
時
は
7割

が
診
断
に
⾄
った

介
⼊
時
Vs
介
⼊
後
の
状
況
（
介
護
）
平
成
29
年
度

②
介
護
サ
ー
ビス
の
利
⽤
状
況

n＝
1,9

51

82
％
は
サ
ー
ビス
利
⽤
な
し

4
9

5
0

5
1

5
2
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終
了
時
の
状
況

平
成
29
年
度

転
帰

n=
1,9

51

8割
が
継
続

終
了
時
の
状
況
(診
断
)

認
知
症
の
診
断

認
知
症
の
診
断

認
知
症
以
外
の
診
断

病
名

⽋
損

69
3

10
3

ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー

型
⾎
管
性

レ
ビー

⼩
体
型

前
頭

側
頭
葉

混
合
型

そ
の
他

認
知
症

病
型

不
詳

M
CI

うつ
他
の

精
神

疾
患

正
常

42
6

38
32

13
32

18
13
4

31
11

49
12

35
51
.3%

4.6
%

3.9
%

1.6
%

3.9
%

2.2
%

16
.1%

3.7
%

1.3
%

5.8
%

1.4
%

4.2
%

［
診
断
導
⼊
83
1⼈
（
68
.8%

︓
(
71
0
+
12
1
)
/
1,2
08
）
］

認
知
症

認
知
症
以
外

ア
セ
ス
メ
ン
トの

状
況

平
成
29
年
度

終
了
時
の
状
況

⑥
サ
ー
ビス
不
継
続
事
例

終
了
者
の
うち
、モ
ニ
タ
リン
グ
実
施
者
n9
43

モ
ニ
タ
リン
グ
後
に
、何
らか
の
理
由
に
よ
り、
継
続
⽀
援
が
出
来
て
い
な
い
事
例

該
当
しな
い

72
0

76
.4%

該
当
す
る

50 5.3
%

⽋
損
値

17
3

18
.3%

⽋
損
値
を
除
くと
6.
5％

が
継
続
で
き
て
い
な
い
。

5
3

5
4

5
5

5
6
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研
修
の
進
捗
状
況

1,
74
1市

町
村
の
うち
1,
66
4市

町
村
が
受
講

受
講
率
は
95
.5
％

H2
7

H2
8

H2
9

合
計

受
講
者
数

1,
08

4
2,
44

3
2,
88

4
6,
41

1

H2
7

H2
8

H2
9

合
計

開
催
回
数

4
6

8
18

研
修
都
市

⼤
府
市

東
京
都

名
古
屋
市

東
京
都

名
古
屋
市

札
幌
市

⼤
阪
市

札
幌
市

福
岡
市

東
京
都

神
⼾
市

東
京
都

福
岡
市

神
⼾
市

東
京
都

東
京
都

仙
台
市

沖
縄
市

認
知
症
初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
の
問
題
点

チ
ー
ム
設
⽴
ま
で

・チ
ー
ム
員
が
集
め
られ
な
い
。

・サ
ポ
ー
ト医

が
い
な
い

チ
ー
ム
設
⽴
後

・従
来
の
仕
組
み
に
上
⼿
に
組
み
込
め
な
い

こと
に
地
域
包
括
との
役
割
分
担
が
うま
くい
か
な
い

・対
象
が
な
か
な
か
み
つ
け
られ
な
い

・コ
ス
トパ
ー
フォ
ー
マ
ンス
は
よ
くな
い
か
も
しれ

な
い

今
後

・今
後
の
継
続
的
な
教
育
を
どう
す
る
か

専
門

医
の
機
能

チ
ー
ム
は
どの
よ
うな
⼈
を
対
象
に
す
べ
き
︖

D
C

A
B

専 ⾨ 性

緊
急
性

⾼

認
知
症
初
期
集
中
⽀
援

チ
ー
ム
に
よ
る
対
応

困
難
ケ
ー
ス
、セ
ル
フ

ネ
グ
レ
クト
・虐
待

チ
ー
ム
員
会
議
で
の
ケ
ー
ス
検
討

サ
ポ
ー
ト医

との
連
携

総
合
相
談

学
区
担
当
1名

で
担
当

低
低

⾼

総
合
相
談

学
区
担
当
2名

で
担
当

（
医
療
職
・福
祉
職
）

訪
問
・電
話
相
段
・介
護
申
請

認
知
症
家
族
⽀
援
事
業
の
紹
介
な
ど

医
療
機
関
へ
の
つ
な
ぎ

介
護
保
険
サ
ー
ビス
暫
定
利
⽤
の
検
討
等

⾏
政
機
関
との
連
携
強
化

地
域
ケ
ア
会
議
の
開
催

名
古
屋
市
中
川
区
東
部
認
知
症
初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
の
資
料
を
引
⽤

専
門

医
の
機
能

チ
ー
ム
は
どの
よ
うな
⼈
を
対
象
に
す
べ
き
︖

わ
た
した
ち
の
チ
ー
ム
や
地
域
は
どの
よ
うな
⼈
な
ら

対
応
で
き
る
の
か
︖

名
称
は
初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
で
な
くて
も

す
で
に
同
様
の
試
み
を
⾏
って
き
た
地
域

これ
ま
で
の
経
験
か
ら対

象
を
しぼ
る
こと
も
可
能

（
例
札
幌
市
）

地
域
に
初
め
て
チ
ー
ム
を

⽴
ち
上
げ
る
場
合

ま
ず
は
で
き
る
だ
け
多
くの

ケ
ー
ス
を
経
験
す
る
こと
が

重
要

（
ま
ず
30
例
）

H2
7

H2
8

H2
9

1,
08

4
2,
44

3
2,
88

4
6,
41
1

5
7

5
8

5
9

6
0



17

事
例
1

困
難
事
例

介
護
⼒
が
な
く協
⼒
も
得
に
くい
家
族
と同

居
す
る
認
知
症
⾼
齢
者

腎
機
能
障
害
の
た
め
認
知
症
の
加
療
が
受
け
られ
ず
、症

状
が

確
実
に
進
⾏
す
る
な
か
で
在
宅
⽣
活
が
困
難
に
な
った
ケ
ー
ス
。

事
例
提
供

敦
賀
市

事
例
６

好
対
応
事
例

チ
ー
ム
員
の
ア
プ
ロー
チ
が
介
護
者
と地

域
住
⺠
の

意
識
に
変
化
を
も
た
らし
、認

知
症
へ
の
理
解
が
深
ま
った
事
例

事
例
提
供

敦
賀
市

国
⽴
⻑
寿
医
療
研
究
セ
ンタ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
⾒
る
こと
が
で
き
ま
す
。

表
紙
ペ
ー
ジ
の
施
設
名
の
右
に
あ
る
「研
究
の
推
進
」タ
ブ
を
クリ
ック

⽼
⼈
保
健
増
進
等
事
業
の
項
の
平
成
29
年
度
を
クリ
ック
す
る
と

認
知
症
初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
の
効
果
的
な
活
⽤
に
向
け
た
調
査

研
究
事
業
の
PD
Fが
あ
りま
す
。

ht
tp
:/
/w
w
w
.n
cg
g.
go
.jp
/n
cg
g-

ke
nk
yu
/d
oc
um
en
ts
/H
29
ro
uk
en
-

4h
ou
ko
ku
.p
df

⽀
援
対
象
者
の
ア
セ
ス
メン
トで
重
視
して
い
る
点

名
古
屋
市
中
川
区
東
部
認
知
症
初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
の
資
料
を
引
⽤

・表
出
して
い
る
課
題
の
み
に
⽬
を
奪
わ
れ
な
い

・表
出
して
い
る
課
題
に
は
様
々
な
要
因
が
あ
る
こと
を
意
識
す
る

・複
数
の
課
題
を
抱
え
、重

層
的
な
状
況
に
あ
る
こと
が
多
い

・万
引
き
、ア
ル
コー
ル
依
存
、徘

徊
等
は
⼀
つ
で
も
重
視
す
る

必
要
性
が
⾼
い

・地
域
住
⺠
が
対
応
に
苦
慮
して
い
る

⽀
援
が
難
航
し解

決
に
⾄
る
ま
で
に
よ
り専

⾨
的
な
知
識
や

技
術
を
必
要
とす
る
ケ
ー
ス
を
⽀
援
対
象
に
して
い
る
。

6
1

6
2

6
3

6
4
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1．
認

知
症

初
期

集
中

⽀
援

チ
ー

ム
の

歩
み

2．
認

知
症

初
期

集
中

⽀
援

チ
ー

ム
の

現
状

と課
題

3．
病

院
で

の
多

職
種

チ
ー

ム
4．

認
知

症
初

期
集

中
⽀

援
チ

ー
ム

の
これ

か
ら

介
護
認
定

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

認
知
量
疾
患
医
療

セ
ン
タ
ー
へ
の
紹
介

急
性
憎
悪
期
の
相
談

訪
問

本
人

認
知

症
疑

い

認
知

症
ケ

ア
パ

ス
の

概
念

図

気
づ

き
～

診
断

ま
で

日
常

在
宅

ケ
ア

急
性

増
悪

期
ケ

ア
日

常
在

宅
ケ

ア

介 護 分 野 医 療 分 野
確

定
診

断

認
知

症
疾

患
医

療
セ

ン
タ

ー

か
か

り
つ
け
医

相
談

・
受

診

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

等

チ
ー

ム
員

会
議

（
地

域
ケ

ア
会

議
）

相
談

認
知

症
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー

引
き
継
ぎ

自
宅

短
期

入
所

施
設

で
の

サ
ー

ビ
ス

老
健

施
設

等

精
神
科
医
療
機
関

急
性
期
病
院

行
動
・
心
理
症
状
悪
化
時

な
ど
の
急
性
増
悪
期
診
療

重
篤
な
身
体
合
併
症

発
症
時

自
宅

日
常
診
療

日
常
診
療

短
期
治
療

居
宅

サ
ー

ビ
ス

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
等

様
々
な
原
因
に
よ
って
⼊
院
した
認
知
症
患
者
を
診
療
す
る

医
療
ス
タ
ッフ
へ
の
サ
ポ
ー
ト

①
認

知
症

専
⾨

医
、認

知
症

認
定

看
護

師
、⽼

⼈
看

護
専

⾨
看

護
師

認
知

症
病

棟
師

⻑
薬

剤
師

、作
業

療
法

⼠
、精

神
保

健
福

祉
⼠

で
構

成
②

⼊
院

患
者

の
中

の
認

知
症

患
者

評
価

、病
棟

内
で

の
看

護
ア

ドバ
イス

③
認

知
症

⾝
体

合
併

症
治

療
病

棟
転

棟
の

適
応

判
断

認
知
症
サ
ポ
ー
トチ
ー
ム
︓

病
院

に
お

け
る

認
知

症
・せ

ん
妄

に
対

応
す

る
多

職
種

チ
ー

ム
20

13
年

20
14

年
20

15
年

20
16

年
第

1位
落

ち
着

き
が

な
い

落
ち

着
き

が
な

い
落

ち
着

き
が

な
い

落
ち

着
き

が
な

い
第

2位
転

倒
・転

落
リス

ク
転

倒
・転

落
リス

ク
転

倒
・転

落
リス

ク
転

倒
・転

落
リス

ク
第

3位
せ

ん
妄

・予
防

せ
ん

妄
・予

防
せ

ん
妄

・予
防

せ
ん

妄
・予

防
第

4位
不

眠
不

眠
不

眠
不

眠
第

5位
その

他
その

他
⼤

声
⼤

声
第

6位
ル

ー
トト

ラブ
ル

⼤
声

その
他

その
他

第
7位

⼤
声

ル
ー

トト
ラブ

ル
⾷

事
量

低
下

・拒
⾷

帰
宅

要
求

第
8位

帰
宅

要
求

帰
宅

要
求

帰
宅

要
求

ル
ー

トト
ラブ

ル
第

9位
ケ

ア
拒

否
ケ

ア
拒

否
ケ

ア
拒

否
暴

⾔
・暴

⼒
第

10
位

暴
⾔

・暴
⼒

暴
⾔

・暴
⼒

ル
ー

トト
ラブ

ル
ケ

ア
拒

否

この
4年

間
、困
りご
との
第
１
位
〜
第
４
位
ま
で
は
不
変

過
去

4年
間

の
対

応
に

困
って

い
る

こと
TO

P1
0 

6
5

6
6

6
7

6
8
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症
例
どの
よ
うに
対
応
した
か

頚
部
⾻
折
の
術
直
後

普
通
な
ら痛

み
が
あ
る
は
ず

⇒
本
⼈
は
訴
え
て
い
な
か
った
。⇒

21
時
に
定
期
的
に

消
炎
鎮
痛
剤
の
座
薬
を
投
与

術
後
昼
間
寝
て
い
る
た
め
⾷
事
が
⼗
分
とれ
ず
。

⇒
覚
醒
して
い
る
時
間
帯
に
家
族
か
ら持

って
き
て
も
らっ
た
どら
焼
き
を
与
え

た
とこ
ろ
喜
ん
で
⾷
べ
る
。

睡
眠
障
害
に
対
す
る
治
療
薬
の
ア
ドバ
イス

昼
間
の
覚
醒
レ
ベ
ル
を
上
げ
る

⼯
夫

午
前
中
に
リハ

尾
張
北
部

尾
張
東
部

国
⽴
⻑
寿

尾
張
中
部

尾
張
⻄
部

海
部

名
鉄
病
院

済
衆
館

津
島
市
⺠

⻄
三
河
北
部

⻄
三
河
南
部
東

⻄
三
河
南
部
⻄

東
三
河
北
部

東
三
河
南
部

知
多
半
島

東
海
記
念

岡
崎
市
⺠

豊
橋
市
⺠

蒲
郡
市
⺠

知
多
厚
⽣

千
秋

豊
⽥
地
域

碧
南
市
⺠

公
⽴
陶
⽣

⼤
雄
会

⻄
尾
市
⺠

ト
ヨ
タ
記
念

岩
倉

新
城
市
⺠

豊
川
市
⺠

⼩
嶋

旭
労
災

五
条
川
リ
ハ

海
南

平
成
27
年

愛
知
県

⼆
次
医
療
圏

平
成
28
年

愛
知
県

「
認
知
症
対
応
モ
デ
ル
病
院
事
業
」

認
知
症

病
院

適

⼀
宮
市
⺠

刈
⾕
総
合

豊
⽥
厚
⽣

春
⽇
井
リ
ハ

宇
野

光
⽣
会

⻄
知
多

⽇
進
お
り
ど

光
寿
会
リ
ハ

あ
ま
市
⺠

平
成
26
年

平
成
29
年

稲
沢
市
⺠

稲
沢
厚
⽣

⽊
曽
川
市
⺠

安
城
更
⽣

⾜
助

春
⽇
井
市
⺠

弥
⽣

市
⽴
半
⽥

愛
知
国
際

は
る
ひ
呼
吸

愛
知
県
下

43
病
院

愛
知
県
内

10
0床

以
上
⼀
般
総
合
病
院

16
2病

院
の
1/
4が

参
加

各
職
種
の
強
み
ー
な
ぜ
多
職
種
か

看
護
職
︓
な
ん
とい
って
も
病
棟
で
患
者
さん
に
接
す
る
最
前
線
に

い
て
最
も
苦
労
して
い
る
看
護
師
さん
の
こと
が
理
解
で
き
る
。

ア
ドバ
イザ
ー
で
も
あ
り、
ほ
め
上
⼿
で
あ
る
こと
が
ポ
イン
ト

薬
剤
師
︓
⾼
齢
者
の
薬
物
動
態
や
、薬

の
相
互
作
⽤
、医

師
の
専
⾨
外

の
投
与
薬
剤
の
情
報
を
教
え
て
くれ
る
。

作
業
療
法
⼠
︓
看
護
師
とは
違
う側

⾯
か
ら患

者
さん
と多

くの
時
間
を

過
ご
して
い
る
。⾮

薬
物
療
法
や
リハ
ビリ
時
の
情
報
を
も
つ
。

精
神
保
健
福
祉
⼠
︓
退
院
に
向
け
て
必
要
とす
る
サ
ー
ビス
に
つ
い
て
の

情
報
や
⼊
院
前
の
情
報
収
集

医
師
︓
診
断
や
病
態
の
把
握
、薬

物
療
法
の
ア
ドバ
イス
。

1．
認
知
症
初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
の
歩
み

2．
認
知
症
初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
の
現
状

と課
題

3．
病
院
で
の
多
職
種
チ
ー
ム

4．
認
知
症
初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
の
これ
か
ら

6
9

7
0

7
1

7
2
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１
．
認
知
症
初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム

２
．
病
院
で
の
多
職
種
チ
ー
ム

３
．
地
域
で
の
多
様
な
試
み

４
．
認
知
症
の
ア
セ
ス
メン
トに
つ
い
て

今
後
の
認
知
症
施
策
の
⽅
向
性

①
政
府
全
体
で
認
知
症
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
施
策
を
強
⼒
に
進
め
る

②
予
防
法
、治

療
法
な
どの
エ
ビデ
ンス
を
蓄
積
しな
が
ら

認
知
症
の
発
症
前
を
含
め
た
予
防
の
取
組
を
強
化

③
認
知
症
の
当
事
者
の
視
点
に
⽴
った
⽣
活
環
境
の
整
備

④
認
知
症
に
関
す
る
研
究
開
発
の
強
化

か
か
りつ
け
医

の
機
能

専
⾨
医

の
機
能

・鑑
別
診
断

・若
年
性
認
知
症
の
診
断

・
症
状
の

急
激
な

 
進
⾏
や

重
篤
な
⾝
体
合
併
症
の

対
応

 
等

・⽇
常
の
医
学
管
理

・早
期
発
⾒
・早
期
対
応

・本
⼈
・家
族
⽀
援

・多
職
種
連
携

 
等

1)
認
知
症
の
⼈
の
医
療
・介
護
に
関
わ
る

 か
か
りつ
け
医
や
介
護
専
⾨
職

に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト

2)
地
域
包
括
⽀
援
セ
ンタ
ー
を
中
⼼
とし
た
多
職
種
の
連
携
作
り

3)
か
か
りつ
け
医
認
知
症
対
応
⼒
向
上
研
修
の
講
師
や
住
⺠
等
へ
の
啓
発

地
域
に
お
け
る

 「
連
携
の
推
進
役
」 
を
期
待
さ
れ
て
い
る

機
能
・役
割

認
知
症

サ
ポ
ー
ト医

認
知
症
サ
ポ
ー
ト医

の
機
能
・役
割

認
知
症
サ
ポ
ー
ト医

の
役
割

•
認
知
症
サ
ポ
ー
ト医

に
は
、次
の
役
割
を
担
って
い
た
だ
き
ま
す
。

・か
か
りつ
け
医
の
認
知
症
診
断
等
に
関
す
る
相
談
・ア
ドバ
イザ
ー
役
とな
る
ほ
か
、他

の
サ
ポ
ー
ト医

と
の
連
携
体
制
の

構
築

・神
⼾
市
医
師
会
と地

域
包
括
⽀
援
セ
ンタ
ー
との
連
携
づ
くり
へ
の
協
⼒

・神
⼾
市
医
師
会
を
単
位
とし
た
、か
か
りつ
け
医
を
対
象
とし
た
認
知
症
対
応
⼒
の
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修
の
企
画
⽴

案
及
び
講
師

・認
知
症
初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
の
専
⾨
医
とし
て
の
協
⼒

•
研
修
受
講
要
件
（
下
記
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
して
い
る
こと
。）

・地
域
に
お
い
て
認
知
症
診
療
（
早
期
発
⾒
等
）
に
携
わ
って
い
る
医
師

・認
知
症
サ
ポ
ー
ト医

の
役
割
を
適
切
に
担
え
る
医
師

・認
知
症
サ
ポ
ー
ト医

の
役
割
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
い
て
い
る
⽅

（
参
考
）

以
下
の
条
件
を
満
た
す
⽅
に
つ
い
て
は
、神

⼾
市
医
師
会
よ
りご
案
内
しま
す
。

（
１
）
認
知
症
サ
ポ
ー
ト医

の
役
割
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
、

実
際
に
活
動
を
⾏
って
い
た
だ
け
る
⽅

（
２
）
（
１
）
を
満
た
し、
神
⼾
市
医
師
会
の
推
薦
を
得
られ
た
⽅

【配
置
先
】

○
地
域
包
括
⽀
援
セ
ンタ
ー

○
市
町
村
本
庁

○
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ンタ
ー
な
ど

※
関
係
機
関
等
と連

携
し、
以
下
の
事
業
の
企
画
・

調
整
を
⾏
う

●
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
の
専
⾨
医
等
に
よ
る

病
院
・施
設
等
に
お
け
る
処
遇
困
難
事
例
の
検
討

及
び
個
別
⽀
援

●
介
護
保
険
施
設
等
の
相
談
員
に
よ
る
、在
宅
で

⽣
活
す
る
認
知
症
の
⼈
や
家
族
に
対
す
る
効
果
的

な
介
護
⽅
法
な
どの
専
⾨
的
な
相
談
⽀
援

●
「認
知
症
カ
フェ
」等
の
開
設

●
認
知
症
ラ
イ
フサ
ポ
ー
ト研

修
な
ど認

知
症
多
職
種

協
働
研
修
の
実
施
等

認
知
症
対
応
⼒
向
上
の

た
め
の
⽀
援

●
認
知
症
の
⼈
が
認
知
症
の
容
態
に
応
じて

必
要
な
医
療
や
介
護
等
の
サ
ー
ビス
を

受
け
られ
る
よ
う関

係
機
関
との
連
携
体
制

の
構
築

●
市
町
村
等
との
協
⼒
に
よ
る
、認
知
症

ケ
ア
パ
ス
（
状
態
に
応
じた
適
切
な
医
療

や
介
護
サ
ー
ビス
等
の
提
供
の
流
れ
）
の

作
成
・普
及

等

医
療
・介
護
等
の
⽀
援
ネ
ッ

トワ
ー
ク
構
築

●
認
知
症
の
⼈
や
家
族
等
へ
の
相
談

⽀
援

●
「認
知
症
初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム
」

との
連
携
等
に
よ
る
必
要
な
サ
ー
ビス

が
認
知
症
の
⼈
や
家
族
に
提
供
さ
れ

る
た
め
の
調
整

相
談
⽀
援
・

⽀
援
体
制
構
築

市
町
村

協
働

【推
進
員
の
要
件
】

①
認
知
症
の
医
療
や
介
護
の
専
⾨
的
知
識
及
び
経
験

を
有
す
る
医
師
、保

健
師
、看

護
師
、P
T、
⻭
科

衛
⽣
⼠
、P
SW

、社
会
福
祉
⼠
、介

護
福
祉
⼠

②
①
以
外
で
認
知
症
の
医
療
や
介
護
の
専
⾨
的
知
識

及
び
経
験
を
有
す
る
と市

町
村
が
認
め
た
者

認
知
症
地
域
⽀
援
推
進
員

認
知
症
地
域
⽀
援
推
進
員

7
3

7
4

7
5

7
6
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《認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
》

○
実
施
主
体
︓
都
道
府
県
、市
町
村
、職
域
団
体
等

○
対
象
者
︓

〈住
⺠
〉⾃
治
会
、⽼
⼈
ク
ラ
ブ
、⺠
⽣
委
員
、家
族
会
、

防
災
・防
犯
組
織
等

〈職
域
〉企
業
、銀
⾏
等
⾦
融
機
関
、消
防
、警
察
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ット
、コ
ン
ビニ
エ
ン
ス
ス
トア
、

宅
配
業
、公
共
交
通
機
関
等

〈学
校
〉⼩
中
⾼
等
学
校
、教
職
員
、Ｐ
Ｔ
Ａ
等

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

愛
知
県
半
田
市
提
供

認
知
症
カ
フェ
の
取
り組

み
認
知
症
カ
フェ
の
要
素

①
認
知
症
の
⼈
とそ
の
家
族
が
安
⼼
して
過
ご
せ
る

②
認
知
症
の
⼈
とそ
の
家
族
が
気
軽
に
相
談
で
き
る

③
認
知
症
の
⼈
とそ
の
家
族
が
⾃
分
た
ち
の
思
い
を
吐
き
出
せ
る

④
本
⼈
と家

族
の
暮
らし
の
リズ
ム
、関

係
性
を
崩
さず
に
利
⽤
で
き
る

⑤
認
知
症
の
⼈
と家

族
の
思
い
や
希
望
が
社
会
に
発
信
され
る

⑥
⼀
般
住
⺠
が
認
知
症
の
⼈
や
その
家
族
と出

会
う

⑦
⼀
般
の
地
域
住
⺠
が
認
知
症
の
こと
や
認
知
症
ケ
ア
に
つ
い
て
知
る

⑧
運
営
ス
タッ
フに
とっ
て
、必

要
とさ
れ
て
い
る
こと
、や
りが
い
を
感
じる

⑨
地
域
住
⺠
に
とっ
て
「⾃
分
が
認
知
症
に
な
った
時
」に

安
⼼
して
利
⽤
で
き
る
場
を
知
り相

互
扶
助
の
輪
を
形
成
で
き
る

平
成
27
年
度

47
都
道
府
県
72
2市

町
村

22
53
カ
フェ
が
運
営
さ
れ
て
い
る

認
知
症
初
期
集
中
⽀
援
チ
ー
ム

医
師
会
と⾏

政
が
しっ
か
り連

携

●
診
断
・治
療
の
早
期
開
始

●
介
護
サ
ー
ビス
の
利
⽤

●
社
会
や
地
域
との
つ
な
が
り

●
不
安
の
軽
減

●
介
護
負
担
の
軽
減

●
相
談
先
の
確
保

●
社
会
資
源
の
連
携
充
実

●
住
⺠
の
協
⼒
・意
識
の
醸
成

●
ボ
ラ
ン
テ
ィア
育
成

●
医
療
・介
護
連
携
の
実
践

●
早
期
発
⾒
の
体
制
整
備

●
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
向
上

●
認
知
症
の
⼈
の
所
在
把
握

認
知
症
初
期
集
中

⽀
援
チ
ー
ム

●
多
職
種
連
携

●
認
知
症
ケ
ア
の
レ
ベ
ル
ア
ップ

●
施
策
へ
の
理
解

●
継
続
教
育
の
機
会

地
域
に
とっ
て

本
⼈
・家
族
に
とっ
て

⾃
治
体
に
とっ
て

チ
ー
ム
員
に
とっ
て

地
域
に
よ
る
能
動
的
な
認
知
症
対
応
の
契
機

認
知
症
初
期
集
中
⽀
援
の
利
点
(効
果
)

7
7

7
8

7
9

8
0
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ま
とめ

１
．
多
職
種
チ
ー
ム
が
認
知
症
の
⼈
を
⽀
え
る

２
．
地
域
に
よ
って
⼈
材
も
社
会
資
源
も
様
々

モ
デ
ル
に
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く地
域
独
⾃
の

チ
ー
ム
作
りを

３
．
認
知
症
の
⼈
を
⽀
え
られ
る
町
は
他
の
疾
患
も

⽀
え
られ
る

４
．
⾏
政
と医

師
会
は
強
⼒
な
エ
ンジ
ン

両
者
が
協
働
で
き
れ
ば
パ
ワ
ー
は
2倍

以
上

8
1
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報告1 １４：５５～１５：３５

認知症初期集中支援チームの
現状と課題　
～日々の活動から見えてきたこと～

髙落  敬子
奈良市認知症初期集中支援チーム チーフ  

（社医）平和会　地域包括ケア推進事業部　事業部長

プロフィール

髙落  敬子（たかむら　けいこ）

●略歴
　平成元年　　（医）大道会　大道病院　医療社会事業課
　平成10年 （特医）大道会 老人保健施設グリーンライフ　支援相談課
　平成12年 （社福）山水学園　特別養護老人ホームサンローズオオサカ
　平成22年 （社医）大道会　在宅事業部　統括管理
　平成27年 （社医）平和会　地域包括ケア推進事業部

●所属学会、役職、資格等
　日本認知症ケア学会、日本社会福祉士会、
　日本介護支援専門員協会、日本ケアマネジメント学会、
　奈良県社会福祉士会　理事（平成30年4月～）
　認定社会福祉士、精神保健福祉士、主任介護支援専門員、認定ケアマネジャー
　認知症介護指導者、上級認知症ケア専門士　公認心理師

●著書
「面接援助技術～対人援助の基本姿勢と18の技法」(2017年12月中央法規出版)
「ケアマネジメントのエッセンス」第8章援助関係と面接技術（2017年3月中央法規出版）

実践報告 〈座長〉小長谷　陽子（認知症介護研究・研修大府センター　研究部長）
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認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の

現
状
と
課
題

～
日
々
の
活
動
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
～

奈
良
市
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
（
ま
ほ
ロ
バ
お
れ
ん
じ
チ
ー
ム
）

高
落
敬
子
（
た
か
む
ら
け
い
こ
）

第
1
4
回
認
知
症
介
護
研
究
・研
修
大
府
セ
ン
タ
ー
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
1
9
年
3
月
1
4
日
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
に
て

今
日
の
お
話
の
流
れ

１
．認
知
症
介
護
指
導
者
と
し
て

２
．奈
良
市
の
地
域
性
と
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
実
際

３
．3
年
半
の
期
間
の
実
践
か
ら

１
）
本
人
合
意
に
よ
る
受
診
・支
援
を
ど
う
す
る
の
か

意
思
決
定
支
援
に
向
け
て

２
）
支
援
に
困
っ
て
い
る
支
援
者
支
援
を
ど
う
す
る
の
か

３
）
家
族
へ
の
支
援
を
ど
う
す
る
の
か

４
．支
援
の
具
体
化

５
．今
後
の
課
題

認
知
症
の
人
に
関
わ
る
経
過
の
中
で

最
初
に
勤
め
た
病
院
：

長
期
入
院
の
時
代

入
院
中
は
抑
制
・拘
束
は
必
要
悪
。

老
人
病
院
へ
の
転
院
、亡
く
な
る
高
齢
者

老
人
保
健
施
設

長
期
入
所
化

施
設
を
待
つ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

金
太
郎
飴
プ
ラ
ン

身
体
拘
束
ゼ
ロ
作
戦

看
取
り
を
行
う

家
族
が
大
変
！

レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス
中
心

医
療
と
の
連
携
？

本
人
の

意
思
は
ど
こ

に
あ
る
？

認
知
症
介
護
指
導
者
と
し
て

•
各
現
場
で
実
践
す
る
こ
と
・伝
え
る
こ
と
を
通
し
て

認
知
症
の
人
へ
の
支
援
の
質
を
支
え
る
仕
事

「
認
知
症
の
人
の
立
場
に
立
つ
」
へ
の
意
識
変
革
は
起
き
る
…
！

・で
も
、認
知
症
の
人
の
「
環
境
」
は
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

認
知
症
の
人
は
暮
ら
し
や
す
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

研
修
は
「
役
立
つ
」
１
０
０
％
、「
意
識
変
化
」
９
６
．３
％

難
し
さ
理
由
「
本
人
が
問
題
」
→
「
環
境
に
課
題
が
あ
る
」

平
成
2
0
年
度
大
阪
市
意
識
調
査
か
ら
：約
2
0
0
0
人
受
講
（
H
2
0
)
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初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
目
的

☆
支
援
に
お
い
て
、本
人
の
意
思
決
定
支
援
を
ど
う
考
え
る
か

本
人
と
家
族
の
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
側
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

•
認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、

で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
の
良
い
環
境
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
た
め
に

…
地
域
の
体
制
を
構
築
す
る
（
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
目
的
）

•
「
認
知
症
の
本
人
抜
き
に
私
た
ち
の
こ
と
を
決
め
な
い
で
」

（
日
本
認
知
症
ﾜｰ
ｷﾝ
ｸﾞ
ｸﾞ
ﾙｰ
ﾌﾟ
2
0
1
4
.1
0
.2
3
設
立
）

•
認
知
症
の
症
状
に
か
か
わ
ら
ず
本
人
に
は
意
思
が
あ
り
、

意
思
決
定
能
力
を
有
す
る

と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
意
思
決
定
支
援
を
す
る
。

•
「
認
知
症
の
人
の
日
常
生
活
・社
会
生
活
に
お
け
る
意
思
決
定
支
援
ｶﾞ
ｲﾄ
ﾞﾗ
ｲﾝ
」
厚
労
省
H
3
0
.6
月

奈
良
市
の
地
域
性
と

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
実
際

奈
良
市
の
事
業
実
施
方
針

•
認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、で
き
る
限
り

住
み
慣
れ
た
地
域
の
よ
い
環
境
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
た
め
に
、

•
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
市
内
に
設
置
し
、

•
こ
れ
ま
で
に
構
築
し
て
き
た
認
知
症
の
方
を

支
援
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、

•
本
事
業
の
広
報
、普
及
啓
発

お
よ
び
初
期
集
中
支
援
業
務
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

•
認
知
症
初
期
の
方
を
適
切
な
支
援
機
関
に
結
び
つ
け
る
。

•
こ
の
取
り
組
み
を
も
っ
て
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期
発
見
・早
期
診
断

・早
期
支
援
機
能
が
自
律
的
に
機
能
し
、

•
認
知
症
の
方
を
支
援
す
る
地
域
の
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

7

奈
良
市
と
い
う
地
域

奈
良
市
は
、
奈
良
県
の
北
部
に

位
置
す
る
市
。
県
の
県
庁
所
在
地
。

人
口
約
3
5
万
人
強
が
居
住
す
る
中
核
都
市
。

地
域
は
東
西
に
広
く
、

月
ヶ
瀬
や
都
祁
な
ど
の
東
部
山
間
地
、

国
際
観
光
文
化
都
市
と
し
て
の
中
東
部
市

街
地
、
大
阪
の
衛
星
都
市
と
し
て
の
住
宅

地
開
発
が
行
わ
れ
て
き
た
西
部
地
域
と
、

複
数
の
顔
を
持
っ
て
い
ま
す
。

お
お
さ
か

き
ょ
う
と

み
え

奈
良
市
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奈
良

市
の

状
況

（
平

成
3
1
年

1
月

1
日

現
在

）

人
口

3
5
3
.8

2
0
人

高
齢

者
人

口
1
0
8
.0

7
5
人

高
齢

化
率

3
0
.5

％
認

知
症

高
齢

者
推

計
1
6
.2

1
1
人

要
介

護
認

定
中

認
知

症
高

齢
者

数
（
Ⅱ

以
上

）
1
1
.8

8
8
人

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

（
委

託
）

1
3
か

所

認
知

症
疾

患
医

療
セ

ン
タ

ー
（
地

域
型

）
1
か

所
認

知
症

サ
ポ

ー
ト
医

2
5
名

認
知

症
地

域
支

援
推

進
員

市
1
人

・専
任

1
人

・兼
務

1
3
人

認
知

症
カ

フ
ェ

1
3
カ

所

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

1
か
所

面
積

, 
2
7
6
.9

4
k
m

 （
人

口
密

度
, 
1
,2

8
2
人

/
ｋ

㎡
）

奈
良

市
認

知
症

初
期

集
中

支
援

チ
ー

ム

•
業

務
委

託
：奈

良
市

医
師

会
•

チ
ー

ム
設

置
場

所
：（

社
医

）
平

和
会

吉
田

病
院

内
•

チ
ー

ム
員

：専
門

医
、看

護
師

、社
会

福
祉

士
•

チ
ー

ム
活

動
範

囲
：奈

良
市

全
域

•
開

設
時

間
：月

曜
日

～
金

曜
日

午
前

9
時

～
午

後
5

時
。

•
緊

急
連

絡
体

制
：時

間
外

や
休

日
な

ど
体

制
整

備
。

•
専

用
電

話
：0

7
4

2
-4

8
-5

8
6

0
 

1
0

平
成

2
7

年
9

月
か

ら
始

ま
っ

て
い

ま
す

♪

認
知
症
初
期
集
中
支
援
ﾁ
ｰ
ﾑ
の
活
動

＜
対
象
者
＞

4
0
歳
以
上
、
在
宅
生
活
し
て
お
り
、
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人
、
ま
た
は
認
知
症
の
人

１
．
医
療
・介
護
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
を
受
け
て
い
な
い
人
、
中
断
し
て
い
る
人

２
．
医
療
・介
護
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
を
受
け
て
い
る
が
、
B
P
S
D
が
顕
著
で
苦
慮
し
て
い
る
人

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

（
ま
ほ
ロ
バ
お
れ
ん
じ
チ
ー
ム
）

地
域
包
括
支
援
C

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

本
人
・
家
族
・
地
域

家
族
面
談

情
報
収
集

家
庭
訪
問

チ
ー
ム
員
会
議

支
援
実
施

引
き
継
ぎ

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

主
な
支
援
内
容

支
援
内
容

目
的

１
．
本
人
の
困
り
ご
と
・
意
向
確
認
・
支
援

本
人
合
意
形
成
・
意
思
決
定
支
援

２
．
確
定
診
断
・
医
師
と
の
連
携
：

病
歴
・
身
体
・
認
知
機
能
等
確
認

診
断
・
治
療
へ
の
援
助

薬
の
副
作
用
の
視
点

３
．
体
調
管
理
：

1
日
の
生
活
の
流
れ
確
認

脱
水
・
低
栄
養
・
便
秘
・
不
活
発
・

不
眠
等
の
影
響
を
整
え
る

４
.服
薬
確
認
・
服
薬
の
工
夫
：

投
薬
内
容
確
認

自
分
で
飲
め
る
支
援
へ
・

医
師
・
薬
剤
師
連
携
依
頼

５
．
生
活
面
・
環
境
面
の
工
夫
：

暮
ら
し
方
確
認

認
知
機
能
低
下
・

生
活
障
害
を
補
う
支
援

６
．
人
と
な
り
の
共
有
：
生
活
歴
確
認

本
人
の
思
い
・
行
動
の
理
解
・
代
弁

７
．
本
人
・
家
族
に
認
知
症
の
理
解
：

症
状
・
対
応
の
確
認

本
人
・
家
族
の
認
知
症
へ
の

セ
ル
フ
ケ
ア
能
力
発
揮

８
．
介
護
保
険
等
利
用
：

主
た
る
支
援
者
へ
の
引
継
ぎ

本
人
の
意
向
・
状
態
に
応
じ
た
支
援

を
途
切
れ
ず
継
続
し
て
い
く
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本
人
の
意
思
決
定
支
援
チ
ー
ム
と
し
て
：各
々
の
専
門
性
と
役
割
が
あ
る

～
つ
な
が
る
・協
働
す
る
・ひ
き
つ
ぐ
～

初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム

地
域

包
括

支
援
C

か
か
り

つ
け
医

専
門
医

疾
患
セ
ン
タ
ー ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー

精
神
科
専
門
医

往
診

精
神
科

訪
問
看
護

介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス

チ
ー
ム

の 始
ま
り

確
定
診
断

症
状
対
応

か
か
り
つ
け

歯
科

薬
局

チ
ー
ム

の
引
継

・広
が
り

暮
ら
し
を
支
え
る
生
活
資
源
/
地
域

家
族

成
年

後
見
人

奈
良
市
の
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
歩
み

初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム

発
足

2
0
1
5
.9

(H
2
7
）

2
0
1
7

（
H
2
9
) ・チ
ー
ム
に
相
談
事
例
の
う
ち

初
期
支
援
は
チ
ー
ム
担
当
に
特
化

・支
援
者
（
C
M
）
事
例
は

地
域
支
援
推
進
員
に
よ
る
後
方
支
援
。

推
進
員
判
断
で
必
要
時
は
チ
ー
ム
へ
。

2
0
1
6

（
H
2
8
）

2
0
1
8

（
H
3
0
)

C
M
包
括
へ
の
広
報
周
知 医
師
会
・訪
看
・歯
科
・

薬
剤
師
会
へ
の
広
報
周
知

医
師
会
ブ
ロ
ッ
ク
で

の
広
報
周
知

初
期
事
例
と
共
に

C
M
・包
括
か
ら

援
助
困
難
事
例

地
域
住
民
は
各
包
括
か
ら
チ
ー
ム
ち
ら
し
等
で
広
報
周
知
。チ
ー
ム
か
ら
研
修
等
の
機
会
に
啓
発
。

チ
ー
ム
に
よ
る
住
民
へ

予
防
教
室
・周
知

本
人
・家
族
の
交
流
機
会
：
カ
フ
ェ
増

H
2
9
家
族
教
室
（
本
人
も
参
加
）

活
動
実
績
件
数

2
0
1
5
2
0
1
6
2
0
1
7
合
計

新
規
相
談
件
数

7
9

8
2

5
4

2
1
5

問
い
合
わ
せ
件
数

‐
2
7

3
8

6
5

初
期
集
中
支
援
開
始

4
3

6
3

4
7

1
5
3

連
絡
調
整

6
8
3
1
8
0
1
1
5
7
0
4
0
5
4

初
回
訪
問

4
4

6
3

4
8

1
5
5

継
続
訪
問

6
3

1
8
5

1
6
2

4
1
0

チ
ー
ム
員
会
議
初
回

4
3

6
3

4
7

1
5
3

中
間

6
4

1
3
1

1
0
6

3
0
1

終
結

2
8

6
8

4
4

1
4
0

終
了

1
5

8
4

6
5

1
6
4

チ
ー
ム
員
会
議
開
催
日
数

2
3

3
3

2
3

7
9

ケ
ー
ス
引
き
継
ぎ

2
5

7
2

4
4

1
4
1

初
回
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
実
施

2
0

6
2

4
0

1
2
2

15
1

6

チ
ー

ム
依

頼
の

状
況

１
．開

始
時

は
包

括
や

C
M

等
、

専
門

職
か

ら
の

相
談

が
多

い
。

２
．最

近
で

は
家

族
か

ら
の

相
談

が
多

く
を

占
め

て
い

る

３
．依

頼
は

周
囲

の
人

の
気

づ
き

か
ら

始
ま

る
こ

と
が

多
い

→
本

人
は

介
入

を
拒

否
、

家
族

が
困

っ
て

い
る

。
→

最
初

の
時

点
か

ら
本

人
の

意
思

と
家

族
の

思
い

の
ず

れ
の

課
題

が
あ

る

ニ
ー

ズ

2
0

1
5

2
0

1
6

2
0

1
7

地
域

包
括

4
1

%
2

4
%

1
7

%

C
M

1
6

%
7

%
9

%

医
師

（
職

員
含

）
5

%
5

%
0

%

家
族

2
0

%
5

5
%

6
7

%

本
人

6
%

1
%

2
%

全
数

4
3

 
6

7
 

4
7
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チ
ー
ム
は
初
期
対
応

～
フ
ァ
ー
ス
ト
タ
ッ
チ
の
依
頼
～

2
0
1
5
2
0
1
6
2
0
1
7

初
期
対
応
3
3
%
4
9
%
5
7
%

医
療
F
T
1
2
%
1
6
%
1
5
%

医
療
中
断
1
4
%
6
%
1
1
%

介
護
F
T
4
7
%
7
9
%
8
1
%

介
護
中
断
7
%

2
%

0
%

1
．初
期
対
応
、

フ
ァ
ー
ス
ト
タ
ッ
チ
か
ら
、

医
療
や
介
護
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る

＊
2
0
1
7
年
度
か
ら
、特
に

チ
ー
ム
は
初
期
対
応
に
な
り
、

初
期
対
応
割
合
が
増
加
。

（
C
M
相
談
は
推
進
員
、

必
要
判
断
し
チ
ー
ム
に
依
頼
）

全
数

4
3
6
3

4
7

チ
ー
ム
に
見
ら
れ
る
援
助
困
難
性

１
．チ
ー
ム
に
見
ら
れ
る
援
助
困
難
性

・初
期
は
受
診
や
関
わ
り
が
始
ま
る
時
期

・拒
否
が
多
く
の
事
例
に
見
ら
れ
る
。

全
数

4
3
6
3
4
7

妄
想

1
0
%
1
6
%
3
0
%

被
害
念
慮

8
%
2
0
%
1
5
%

暴
言
・

暴
力

1
0
%
1
5
%
2
2
%

易
怒
・

興
奮

9
%
3
2
%
3
7
%

全
数

4
3
6
3
4
7

2
0
1
5
2
0
1
6
2
0
1
7

2
．初
期
で
あ
っ
て
も

B
P
S
D
の
発
症
か
ら
の

相
談
も
多
い
。

３
．拒
否
事
例
か
ら
B
P
S
D
へ

2
0
1
5
2
0
1
6
2
0
1
7

援
助
困
難

6
7
%
7
5
%
4
3
%

関
わ
り
拒
否

5
3
%
2
5
%
2
6
%

受
診
拒
否

5
1
%
1
6
%
1
9
%

サ
ー
ビ
ス
拒
否

5
6
%
3
0
%
3
6
%

B
P
S
D
は
本
人
な
り
の
意
思
表
現

～
背
景
に
不
安
や
理
解
で
き
な
さ
～

•
＜
拒
否
＞

•
認
知
症
だ
か
ら
診
断
し
て
も
ら
お
う

閉
じ
こ
も
り
だ
か
ら
D
S
に
行
こ
う

•
「
私
は
な
ん
と
も
な
い
。

放
っ
て
お
い
て
！」

•
「
お
れ
を
認
知
症
と
言
う
の
か
！」

「
理
解
で
き
な
い
」

「
診
断
さ
れ
る
」
「
行
か
さ
れ
る
」

変
化
へ
の
不
安
や

診
断
の
恐
怖
等
か
ら
の
表
現

中
核
症
状
（
記
憶
障
害
等
）

か
ら

今
の
状
況
が
理
解
で
き
な
い

衰
え
を
受
容
で
き
な
い

•
＜
妄
想
＞

•
自
分
の
家
の
も
の
が
盗
ら
れ
る

（
娘
が
盗
る
、泥
棒
が
家
に
入
る
）

•
夫
が
浮
気
を
し
て
い
る

•
知
ら
な
い
写
真
・知
ら
な
い
下
着
が

出
て
く
る

•
新
聞
が
飛
ん
で
き
て
、机
の
上
に
あ
る

易
怒
興
奮
・

暴
言
暴
力
へ

2
0

鑑
別
診
断
/介
護
支
援
の
利
用

2
0
1
5

2
0
1
6

2
0
1
7

前
後

前
後

前
後

診
断
：未

7
4
%
3
5
%
5
9
%
2
1
%
5
5
%
2
8
%

診
断
中

2
%

0
0

0
%

2
%

0
診
断
：済

2
3
%
6
5
%
4
1
%
7
9
%
4
3
%
7
2
%

認
知
症
鑑
別
診
断
に
約
7
0
％
強
の
利
用
者
が
つ
な
が
る

鑑
別
診
断
等
医
療
に
つ
な
が
っ
て
か
ら
、介
護
支
援
を
検
討

約
3
0
％
強
が
支
援
中
に
C
M
・サ
ー
ビ
ス
導
入
を
開
始
す
る

介
護
：未

4
7
%
1
9
%
7
8
%
2
5
%
8
1
%
4
7
%

介
護
等
：導
入
0
%
3
5
%
0
%
5
1
%
0
%
3
2
%

全
数

4
3

4
3

6
3

6
3

4
7

4
7
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3
年
半
の
実
践
か
ら

１
）
本
人
合
意
に
よ
る
受
診
・支
援
～
意
思
決
定
支
援
～

２
）
支
援
に
困
っ
て
い
る
支
援
者
支
援

３
）
家
族
へ
の
支
援

21

今
か
ら
の
受
診
や
支
援
な
ど

生
活
の
変
化
に
つ
い
て

本
人
の
意
思
決
定
支
援
を
ど
う
す
る
か

•
依
頼
時
は
周
囲
の
人
か
ら
の
気
づ
き
・ニ
ー
ズ

•
本
人
は
拒
否
や
妄
想
な
ど
B
P
S
D
が
出
て
い
る
な
ど 2
2

本
人
の
意
思
尊
重
・意
思
決
定
の
た
め
に

１
．訪
問
前
に
家
族
の
思
い
の
確
認

→
本
人
の
前
で
言
え
な
い
思
い
・ア
セ
ス
メ
ン
ト
・訪
問
の
計
画
を
立
て
る

２
．本
人
と
話
せ
る
環
境
を
つ
く
る

→
笑
顔
で
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
、ゆ
っ
く
り
は
っ
き
り
と
簡
潔
に
話
し
か
け
る

→
聴
力
の
確
認
（
聞
こ
え
な
い
こ
と
で
認
知
症
を
疑
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
）

３
．本
人
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
を
聴
く
（
本
人
の
声
）

→
今
後
の
暮
ら
し
の
希
望
・も
の
忘
れ
の
認
識
等
を
聴
い
て
み
る

４
．本
人
が
表
現
で
き
て
い
な
い
ニ
ー
ズ
に
気
づ
く

→
病
歴
・生
活
歴
、身
体
の
チ
ェ
ッ
ク
か
ら
痛
み
や
辛
さ
・意
欲
等
の
理
解

5
．本
人
と
話
し
合
い
、一
致
で
き
る
と
こ
ろ
を
探
す

→
本
人
の
思
い
や
合
意
で
き
る
こ
と
か
ら
支
援
を
つ
な
げ
る

6
．意
思
は
関
係
や
状
況
に
よ
り
変
化
す
る

→
「
本
人
が
嫌
だ
と
言
っ
て
る
か
ら
」
関
係
や
状
況
に
よ
っ
て
意
思
は
変
わ
る

７
．強
い
拒
否
は
タ
イ
ミ
ン
グ
を
待
つ
・忍
耐
強
く
関
わ
る

→
本
人
か
ら
の
動
き
（
警
察
へ
電
話
等
）
、身
体
状
況
の
変
化
か
ら
介
入2
3

事
例
１

A
さ
ん
女
性
７
３
歳
自
立
、
別
居
の
長
女
が
相
談
・窓
口
で
ﾁ
ｰ
ﾑ
紹
介
。

忘
れ
っ
ぽ
い
。
何
度
も
同
じ
こ
と
を
聞
く
。
同
じ
も
の
を
買
っ
て
腐
ら
せ
る
。

注
意
し
て
も
、
「ボ
ケ
て
い
な
い
わ
よ
、
馬
鹿
に
し
て
！
」と
言
う
。

同
居
の
夫
が
イ
ラ
イ
ラ
。
夫
の
ス
ト
レ
ス
が
心
配
。
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。

家
族
面
談
：状
況
を
お
聞
き
し
、
訪
問
で
き
る
よ
う
に
一
緒
に
考
え
る
。

初
回
訪
問
：
市
か
ら
訪
問
健
診
で
訪
問
。
聴
き
や
す
い
声
で
本
人
に
話
す
。

本
人
は
笑
顔
で
対
応
。
聴
力
・身
体
チ
ェ
ッ
ク
。
高
血
圧
、
薬
の
飲
み
忘
れ
あ
り
。

も
の
忘
れ
へ
の
認
識
や
そ
れ
に
つ
い
て
の
本
人
の
意
見
を
聴
く
と
、

本
人
か
ら
物
忘
れ
も
感
じ
て
お
り
、
心
配
だ
っ
た
と
打
ち
明
け
ら
れ
る
。

支
援
内
容
：一
緒
に
考
え
る
こ
と
に
合
意
、
「（
認
知
症
薬
と
言
わ
ず
、
わ
か
り

や
す
く
）進
み
に
く
く
す
る
薬
を
飲
ん
で
み
ま
せ
ん
か
」と
提
案
。
家
族
に
は
認

知
症
の
理
解
と
関
わ
り
方
を
伝
え
る
。
今
後
の
相
談
担
当
と
し
て
C
M
を
紹
介

結
果
：専
門
医
受
診
、
投
薬
。
要
介
護
認
定
・ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・サ
ー
ビ
ス

家
族
：「
関
わ
り
方
・方
向
性
が
見
え
て
き
た
」。
本
人
の
笑
顔
が
増
え
る
。

24

初
期
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意
思
決
定
支
援
に
向
け
て

～
本
人
の
望
む
暮
ら
し
に
向
け
て
～

本
人
の
声
を
聴
く
・環
境
を
整
え
る

本 人
家 族

本 人
家 族

話
せ
る
環
境
（
場
所
・

時
間
態
度
）
整
え
る
。

本
人
の
意
思

（
意
向
・好
み
）

を
聴
く

家
族
の
思
い
を

受
け
止
め
る
。

認
知
症
の
理
解

か
ら
本
人
理
解
を

共
有
す
る
。

意
思

形
成

意
思

表
明

意
思

実
現

望
む
暮
ら
し

意
思
決
定
支
援
に
向
け
て

～
関
係
づ
く
り
・関
係
調
整
の
重
要
性
～

•
本
人
が
話
せ
る
環
境
・話
せ
る
関
係
を
つ
く
る

•
本
人
と
今
ま
で
の
思
い
、将
来
の
希
望
を
話
す

•
家
族
の
悩
み
を
受
容
・整
理
す
る

•
認
知
症
の
理
解
か
ら
本
人
の
心
理
や
行
動
理
解
を
共
有

•
家
族
も
意
思
決
定
支
援
者
の
一
員
と
し
て
協
働
す
る

•
☆
…
「
関
係
づ
く
り
・関
係
調
整
の
重
要
性
」

苦
労
し
て
い
る
・困
っ
て
い
る
支
援
者
の
状
況

日
頃
の
支
援
で
困
っ
て
い
る

支
援
者
へ
の
支
援
を
ど
う
す
る
か

相
談
後
の
C
M
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
：

C
M
の
感
じ
て
い
た

困
難
性
：

•ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
拒
否
、

•援
助
方
針
が
立
て
ら
れ

な
い

初
期
集
中
利
用
に
よ
り
：

事
例
の
変
化
を
実
感
・

見
え
方
が
整
理
・
自
分
の
学
習

に
な
っ
た

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
丁
寧
に
取
る

見
立
て
・
ニ
ー
ズ
の
ふ
り
か
え
り

方
針
を
毎
回
立
て
る

２
０
１
５
C
M
か
ら
の
相
談
事
例

支
援
者
の
対
応
力
向
上
に
向
け
て

全
包
括
へ
の
チ
ー
ム
広
報
周
知
の
機
会
に
、

事
例
を
通
じ
て
、体
調
管
理
や
支
援
の
ヒ
ン
ト
を
伝
え
る
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事
例
2

•
B
さ
ん
男
性
7
5
歳
自
立
、
診
療
所
か
ら
相
談
（妻
か
ら
相
談
）

•
夫
婦
二
人
暮
ら
し
。
妻
に
怒
鳴
る
、
ガ
ス
の
消
し
忘
れ
、
カ
ギ
の
閉
め
忘
れ
。

•
指
摘
し
て
受
診
を
促
す
と
ひ
ど
く
怒
る
た
め
困
っ
て
い
る
。

•
初
回
訪
問
：
D
A
S
C
4
0
点
、
D
B
D
2
0
点
、
Z
B
I1
3
点

•
本
人
は
一
方
的
で
は
あ
る
が
よ
く
話
さ
れ
る
。
水
分
6
0
0
m
l、
焼
酎
を

ジ
ュ
ー
ス
で
割
っ
て
飲
む
、
早
く
に
両
親
を
亡
く
し
、
戦
争
中
は
苦
労
し
た
。

叔
父
の
建
築
会
社
を
手
伝
い
、
監
督
を
行
っ
た
。
付
き
合
い
で
飲
む
こ
と
も

多
か
っ
た
。
次
男
の
近
く
に
住
む
こ
と
に
な
り
、
引
っ
越
し
て
き
て
2
年
。
植

木
の
手
入
れ
以
外
は
家
で
閉
じ
こ
も
り
気
味
。
働
く
妻
の
た
め
に
昼
食
を
つ

く
る
。

•
支
援
内
容
：苦
労
を
ね
ぎ
ら
う
。
水
分
摂
取
・ジ
ュ
ー
ス
等
の
管
理
。
社
会
交

流
で
き
る
力
は
十
分
、
サ
ロ
ン
・男
性
デ
イ
ケ
ア
を
利
用
。
運
動
開
始
。
V
D

•
結
果
：D
A
S
C
２
６
、
D
B
D
5
、
Z
B
I３
と
激
減
。
ガ
ス
の
消
し
忘
れ
・カ
ギ
の
閉

め
忘
れ
が
な
く
な
っ
た
。
今
度
、
妻
と
一
緒
に
予
防
教
室
を
参
加
す
る
予
定
。

29

体
調
管
理
の
重
要
性

事
例
3

•
C
さ
ん
女
性
8
8
歳
要
支
援
１
、
夫
婦
で
暮
ら
す
、
家
族
よ
り
相
談

本
人
怒
る
と
手
が
つ
け
ら
れ
な
く
な
り
、
立
ち
上
が
り
転
倒
す
る
。

C
M
は
気
に
入
ら
な
い
と
交
代
、
訪
問
看
護
に
は
夜
間
頻
回
に
電
話
。

•
初
回
訪
問
：
D
A
S
C
5
5
点
、
D
B
D
２
4
点
、
Z
B
I2
1
点

よ
く
お
話
し
さ
れ
、
話
し
の
中
で
自
分
の
父
親
が
歌
っ
て
く
れ
た
歌
を

歌
い
、
今
は
死
ん
で
い
る
が
と
て
も
会
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

本
人
抜
き
で
夫
と
話
を
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
と
て
も
嫌
だ
っ
た
と
話
す
。

•
支
援
内
容
：サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
に
参
加
。

支
援
者
か
ら
「本
人
は
自
分
を
中
心
に
い
な
い
と
気
が
済
ま
な
い
人
」と

い
う
意
見
。
で
も
、
本
人
は
中
心
に
い
る
と
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

本
人
を
真
の
意
味
で
中
心
に
お
い
た
支
援
を
作
る
こ
と
に
な
る
。

•
結
果
：本
人
怒
る
が
笑
っ
て
話
せ
る
よ
う
に
な
る
。
支
援
者
も
夜
間
の
電
話

に
振
り
回
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
本
人
か
ら
確
定
診
断
を
受
け
た
い
と
話
す
。

•
夫
は
本
人
を
か
わ
い
い
と
思
い
最
期
ま
で
看
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。

奈
良
公
園
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
出
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

•
「本
人
を
知
ら
な
か
っ
た
。
本
人
も
支
援
者
も
変
わ
り
ま
し
た
」と
C
M
。30

本
人
を
中
心
に
支
援
！

家
族
の
支
援
を
ど
う
す
る
か

～
困
っ
て
い
る
家
族
・本
人
へ
の
影
響
～

•
家
族
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
い
か
困
っ
て
い
る
の
が
伝
わ
る

•
「
自
分
の
と
こ
ろ
だ
け
が
大
変
な
ん
で
し
ょ
う
か
…
」

•
家
族
の
対
応
で
本
人
が
苦
し
ん
で
い
る
。

•
チ
ー
ム
は
初
期
時
期
だ
け
だ
が
、時
期
ご
と
の
大
変
さ
が
あ
る

31

最
初
に
家
族
の
苦
労
を
受
け
取
り
き
ち
ん
と
知
識
（
関
わ
り
方
）
を
伝
達

→
ケ
ア
パ
ス
を
使
い
、今
後
の
指
針
と
し
て
も
活
用
し
て
も
ら
う

継
続
的
な
家
族
支
援
、家
族
同
士
が
出
会
い
話
せ
る
機
会
を
…
。

→
家
族
教
室
開
催
（
年
3
回
）
、本
人
・家
族
が
参
加
・本
人
G
、家
族
G

本
人
・家
族
が
参
加
で
き
る

カ
フ
ェ
の
必
要
！

支
援
の
具
体
化
・実
践
か
ら

32
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耳
の
聞
こ
え
を
補
う

3
3

集
音
器
等
を
訪
問
時
に
使
用

•
補
聴
器
が
使
え
な
い
・使
っ
て

い
な
い
と
い
う
人
が
多
い
。

•
話
が
か
み
合
わ

な
い
・怒
り
っ
ぽ

い
こ
と
の
背
景
に

聴
力
低
下
に
よ
っ

て
認
知
症
を
疑

わ
れ
て
い
る
事

例
が
見
ら
れ
る
。

ケ
ア
パ
ス
で

認
知
症
の
症
状
や

今
後
に
つ
い
て
説
明

体
調
や
症
状
に
つ
い
て
、

本
人
・家
族
と
一
緒
に
考
え
る
。

水
分
が
取
れ
て
体
重
も
増
え
る
。

夕
方
に
落
ち
着
か
な
い
。一
緒
に

買
い
物
に
行
く
な
ど
工
夫
提
案
。

本
人
家
族
と
考
え
る

水
分
を
取
る
こ
と

・訪
問
時
は
、

本
人
が
ど
の
よ
う
に
水
分
を

取
っ
て
い
る
の
か
確
認
し
ま
す

・普
通
に
入
れ
て
1
5
0
m
l。

・ま
ず
は
1
0
0
0
m
lか
ら

飲
ん
で
み
る
よ
う
促
し
ま
す

（
病
状
か
ら
医
師
と
の
相
談
へ
）
。

一
般
的
に

5
0
0
～
6
0
0
ｍ
ｌ程
度

の
人
が
多
い
印
象
。

水
分
の
重
要
性
を

知
ら
な
い
人
も
多
い
。

こ
の
コ
ッ
プ
で

ど
れ
ぐ
ら
い
の
水
分
量
に

な
る
と
思
い
ま
す
か
？

低
栄
養
対
策
：
BM

I 、
1 日
の
食
事
内
容
か
ら
支
援

•
身
長
・体
重
か
ら
B
M
I、
体
重
経
過

•
「自
分
は
食
べ
て
い
る
！
」

•
1
日
の
食
事
内
容
：朝
・昼
・晩
確
認

•
改
善
の
た
め
に
シ
ー
ト
記
入
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本
人
の
や
り
方
・工
夫
：見
当
識
を
理
解
支
援

時
間
・月
日
、鍵
の
場
所
・連
絡
メ
モ

時
間

月
日

鍵
の
置
き
場
所

連
絡
メ
モ

3
月
M
a
rc
h

暮
ら
し
や
す
く
す
る
工
夫

工
夫
を
す
る
と

（見
る
・聴
く
等
）

自
分
で
行
う
こ
と

が
で
き
る
！

服
薬

電
話

家
事 物
の
置
き
場
所
：

出
せ
る
・
直
せ
る

環
境
を
整
え
る

•＜
マ
ン
シ
ョ
ン
駐
車
場
で
転
倒
＞

•ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
人
が
転
倒
、

•空
間
認
識
・
注
意
障
害
の
課
題
も
考
慮
、

•転
倒
が
ど
こ
で
あ
っ
た
か
を
確
認
。

•見
た
目
で
は
段
差
が
わ
か
り
に
く
い
。

そ
の
た
め
、
テ
ー
プ
を
貼
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

そ
の
後
転
倒
が
な
く
な
る
。

レ
ビ
ー
小
体
型

認
知
症
に
よ
る

幻
視
：

服
を
吊
っ
て
い
る
だ

け
で
、
人
が
い
る
よ

う
に
見
え
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る

薬
の
管
理

薬
カ
レ
ン
ダ
ー
を
勧
め
た
も
の
の
、
薬
が
多
す
ぎ
て

管
理
が
で
き
て
い
な
い
。

薬
を
薬
剤
師
が
入
る
ま
で
整
理
。

包
括
・薬
剤
師
と

一
緒
に
整
理
し
、

方
針
を
立
て
る

各
病
院
か
ら

F
A
X
で
処
方
箋

を
薬
局
へ
調
整

一
包
化
へ
。

し
か
し
、
1
週
間
後
の
訪
問
で
は
、
す
で
に
薬
が
足
り
な
く
な
っ
て
い
た
。

あ
ち
こ
ち
の
病
院
か
ら
の
薬
が
あ
る

こ
れ
だ
っ
た
ら

自
分
で

飲
め
る
よ
！
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本
人
に
合
っ
た
支
援
・サ
ー
ビ
ス
の
検
討

2
0
1
6
C
M
ｱﾝ
ｹｰ
ﾄ
初
期
集
中
支
援

1
位

通
所
介
護

通
所
介
護

2
位

訪
問
介
護

訪
問
看
護

3
位

短
期
入
所

訪
問
介
護

4
位

訪
問
看
護

配
食

5
位

地
域
密
着

地
域
密
着

・
体
調
面
の
変
動
へ

の
対
応
：訪
問
看
護

に
引
継
ぐ

・リ
ハ
ビ
リ
支
援
：

認
知
機
能
低
下
・

運
動
・生
活
支
援
等

•
家
族
会
を
家
族
に
紹
介
。

•
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
（
送
迎
付
き
）

•
本
人
参
加
デ
イ
（
有
償
V
,料
理
作
り
等
）

•
陶
芸
・温
浴
デ
イ
な
ど
デ
イ
も
多
様
化

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
か
ら
見
え
る
課
題

•
3
5
万
都
市
に
1
か
所
の
課
題

•
初
期
支
援
→
包
括
・チ
ー
ム
の
両
方
の
相
談
先
の
混
乱

•
費
用
と
実
際
の
運
営
の
課
題
：委
託
者
の
赤
字

経
験
者
・専
門
性
・継
続
性
の
維
持

職
員
体
制
（
兼
務
）

•
包
括
の
支
援
力
向
上
→
今
後
、チ
ー
ム
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か

•
市
の
方
針
の
重
要
性
：

•
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
て
→
方
針
・計
画
・予
算
化

•
実
務
面
：時
間
の
な
さ
、書
類
の
多
さ

•
相
談
・訪
問
・記
録
・チ
ー
ム
員
会
議
準
備
・デ
ー
タ
整
備
・国
へ
の
報
告

42

本
人
支
援
の
要
と
し
て

１
．意
思
決
定
支
援
・合
意
形
成

２
．丁
寧
な
総
合
的
ア
セ
ス
メ
ン
ト

見
立
て
・方
針
が
見
え
て
く
る

３
．関
係
づ
く
り
か
ら
支
援
が
始
ま
る

ど
こ
ま
で
聴
か
せ
て
い
た
だ
け
る
か
：

聴
く
こ
と
の
重
要
性

認
知
症
介
護
指
導
者
で

あ
っ
た
こ
と
に
助
け
ら
れ
た
の
は
…

•
パ
ー
ソ
ン
・セ
ン
タ
ー
ド
・ケ
ア
の
理
念
や

認
知
症
の
基
本
的
理
解
に
つ
い
て
の
学
び
が
あ
っ
た
こ
と

•
「
本
人
本
位
・本
人
理
解
」
の
重
要
性
を
実
感
し
て
い
た
こ
と

•
症
状
に
は
必
ず
本
人
な
り
の
理
由
が
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
こ
と

•
ひ
と
り
の
人
の
思
い
を
大
切
に
し
た
い
思
い
が
育
っ
て
い
た
こ
と

→
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
し
っ
か
り
と
ろ
う
と
し
た
こ
と

•
良
い
実
践
を
行
お
う
と
し
、そ
の
実
践
か
ら
語
ろ
う
と
す
る
こ
と

•
人
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
・多
く
の
人
の
前
で
も
伝
え
る
と
い
う

経
験
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど

et
c…

4
4
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お
わ
り
に

•
こ
の
3
年
半
は
チ
ー
ム
の
パ
ー
ト
ナ
ー
、専
門
医
を
始
め
、

多
く
の
人
と
協
働
し
、助
け
ら
れ
、歩
ん
で
き
ま
し
た
。

•
認
知
症
の
人
と
そ
の
ご
家
族
に
出
会
い
、多
く
の
こ
と

を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

•
支
援
と
い
う
形
で
の
出
会
い
な
の
で
す
が
、多
く
の
愛

に
も
出
会
い
、私
自
身
も
育
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

•
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
き
、自
分
の
実
践
を
ま
と
め

ら
れ
た
こ
と
に
も
感
謝
い
た
し
ま
す
。

•
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

4
5

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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M E M O



37

報告2 １５：３５～１６：１５

地域包括ケアシステムの構築に向けた
認知症初期集中支援チームの
取り組みについて
～地域共生社会を目指して～

髙見　靖雄
社会福祉法人 東浦町社会福祉協議会　事務局長補佐
東浦町高齢者相談支援センター　センター長

プロフィール

髙見　靖雄（たかみ　やすお）

●略歴
　日本福祉大学 社会福祉学部 社会福祉学科　卒業
　愛知県内の介護老人保健施設にて5年、
　在宅介護支援センターにて3年の相談援助業務を経て、
　平成18年　東浦町高齢者相談支援センター（地域包括支援センター）の社会福祉士として従事。
　平成23年　同センターの管理者兼務
　平成30年　同センター長

●所属学会、役職、資格等
　愛知県社会福祉士会、愛知県高齢者虐待防止対策検討会議委員（平成23～28年度）、
　愛知県社会福祉協議会コミュニティソーシャルワーカー養成研修企画委員（平成28～29年度）等
　社会福祉士、介護福祉士、精神保健福祉士、主任介護支援専門員
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第
1
4
回
大
府
セ
ン
タ
ー
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム

認
知

症
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

の
現

状
と

課
題

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

向
け

た
認

知
症

初
期

集
中

支
援

チ
ー

ム
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

～
地

域
共

生
社

会
を

目
指

し
て

～

検
索

愛
知
県
高
齢
者
虐
待
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
映
像
版

社
会

福
祉

法
人

東
浦

町
社

会
福

祉
協

議
会

東
浦

町
高

齢
者

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

事
務

局
長

補
佐

セ
ン

タ
ー

長
髙

見
靖

雄

１
．

は
じ

め
に

－
東

浦
町

高
齢

者
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
の

紹
介

－

２
．

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

を
基

盤
と

し
た

包
括

的
支

援
体

制
－

認
知

症
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

の
位

置
付

け
－

３
．

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

介
護

予
防

と
積

極
的

総
合

相
談

－
フ

レ
イ

ル
チ

ェ
ッ

ク
－

４
．

東
浦

町
認

知
症

初
期

集
中

支
援

チ
ー

ム
－

他
事

業
と

の
連

動
に

よ
る

支
援

事
例

の
紹

介
－

５
．

ま
と

め
－

地
域

共
生

社
会

を
目

指
し

て
－

１
．

は
じ

め
に

－
東

浦
町

高
齢

者
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
の

紹
介

－

知
多
半
島

東
浦

町

徳
川

家
康

公
の

生
母

於
大

(
お

だ
い

)
の

方

巨
峰

1
2

3
4
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南
北

７
.
７

k
m

東
西

６
.
２

k
m

東
浦

町
高

齢
者

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

面
積

３
１

.
１

４
㎢

人
口

５
０

,
２

８
３

人
6
5
歳

以
上

１
２

,
５

７
２

人
高

齢
化

率
２

５
.
０

％
（

平
成

３
０

年
４

月
１

日
現

在
）

カ
ワ
セ
ミ

東
浦

町
高

齢
者

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

保
健
師
・
看
護
師

３
名

主
任
介
護
支
援
専
門
員

３
名

社
会
福
祉
士

５
名

Ｃ
Ｓ
Ｗ

３
名

事
務
員

１
名

合
計

１
５

名

専
門
職
員
の
常
勤
換
算

１
３
.
３
名

（
国
の
目
安
で
は
専
門
職
員

６
．
５
名
）

＊
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
、
認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
員
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
含
む

２
．

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

を
基

盤
と

し
た

包
括

的
支

援
体

制

－
認

知
症

初
期

集
中

支
援

チ
ー

ム
の

位
置

付
け

－

7

5
6

7
8
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9
1
0

1
1

1
2
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平
成
1
7年

度
～

認
知
症
･
虐
待

対
応 平

成
2
8
年

度
～

認
知

症
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

平
成

2
8
年

度
～

認
知

症
カ

フ
ェ

平
成

2
9
年

度
～

フ
レ

イ
ル

チ
ェ

ッ
ク

平
成

2
9
年

度
～

Ｃ
Ｓ

Ｗ
･
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー

平
成

2
7
年

度
～

認
知

症
地

域
支

援
推

進
員

平
成
2
3年

度
～

積
極

的
総

合
相

談

認
知
症
･
虐
待

予
防

13

平
成

2
9
年

度
～

ふ
く

し
何

で
も

相
談

東
浦

町
高

齢
者

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

の
業

務
概

念
図

総 合 相 談 支 援 業 務

介
護

予
防

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

業
務

（
フ
レ
イ
ル
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
）

権
利

擁
護

業
務

（
高
齢
者
虐
待
対
応
）

包
括

的
・

継
続

的
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
支

援
業

務

認
知

症
地

域
支

援
推

進
員

認
知

症
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー

生
活

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

東
浦

町
高

齢
者

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

の
相

談
支

援
体

制

総
合

相
談

支
援

業
務

介
護

予
防

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

業
務

包
括

的
・
継
続

的

ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ

ン
ト

支
援
業

務

認
知

症
初

期
集

中

支
援

チ
ー

ム

権
利

擁
護

業
務

（
高

齢
者
虐
待

対
応

）

東
浦

町
高

齢
者

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

の
相

談
支

援
体

制

支 援 困 難 性低 高

認
知

症
カ

フ
ェ

平
成

２
８

年
５

月
に

オ
ー

プ
ン

毎
週

水
曜

日
（

１
０

時
～

１
１

時
３

０
分

）
開

催
認

知
症

地
域

支
援

推
進

員
、

社
会

福
祉

士
な

ど
の

専
門

職
が

個
別

相
談

に
も

対
応

16

1
3

1
4

1
5

1
6
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森
岡

地
区

緒
川

地
区

緒
川

新
田

地
区

石
浜

地
区

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
の

役
割

第
２

層
生

活
支

援
コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
役

割

・
圏
域
の
課
題
の
把
握

・
圏
域
の
資
源
開
発

・
圏
域
の
資
源
開
発
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
の

活
動
展
開

・
地
縁
組
織
等
多
様
な
主
体
へ
の
協
力
依
頼
等
の

働
き
か
け

・
住
民
と
連
携
し
た
活
動
展
開

・
ニ
ー
ズ
と
サ
ー
ビ
ス
の
マ
ッ
チ
ン
グ

・
要
援
護
者
に
対
す
る
見
守
り
・
発
見
・
つ
な
ぎ
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
体
制
づ
く
り
（
地
域
ケ
ア
個
別
会
議
の
開
催
、
地
域
住
民

に
対
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法
等
の
情
報
提
供
）

・
制
度
の
は
ざ
ま
に
あ
る
要
援
護
者
か
ら
の
相
談
へ
の
対
応
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
へ
の
つ
な
ぎ
、
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申
請
支

援
等
の
実
施

・
地
域
住
民
と
の
協
働
と
支
援
（
住
民
活
動
の
育
成
・
支
援
）

・
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
の
研
究
、
開
発
、
普
及

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
を

配
置

し
、

制
度

の
「

は
ざ

ま
」

や
複

数
の

課
題

を
抱

え
る

な
ど

、
公

的
サ

ー
ビ

ス
だ

け
で

は
対

応
が

困
難

な
ケ

ー
ス

の
解

決
を

図
り

ま
す

。

17

生
路

地
区

藤
江

地
区

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
・

生
活

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

ふ
く

し
何

で
も

相
談

18

平
成

２
９

年
度

か
ら

地
域

に
お

い
て

「
ふ

く
し

何
で

も
相

談
」

を
開

催
Ｃ

Ｓ
Ｗ

(
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

)
兼

生
活

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
個

別
相

談
対

応

NP
O
法
⼈
が
H2
9年

度
後
半
か
ら運

営
す
る
常
設
型
居
場
所
。

⾏
政
の
⼟
地
建
物
を
NP
O
法
⼈
に
有
償
貸
付
。

ワ
ンデ
イシ
ェフ
に
よる
ラン
チ
、夜

カフ
ェ、
まち
の
保
健
室
、介

護
専
⾨
職
の
集
い

な
ど多

機
能
な
居
場
所
を
展
開
。夜

カフ
ェで
は
、お
酒
が
提
供
され
、地

域
の

⾼
齢
者
の
男
⼦
会
、⼥

⼦
会
な
ど楽

しま
れ
て
い
た
り、
⽼
若
男
⼥
問
わ
ず
、地

域
の
み
な
さん
が
交
流
で
き
る
場
とな
って
い
る
。

ま
た
、居

場
所
づ
くり
をし
た
い
とい
う地

域
住
⺠
の
⽅
々
の
イメ
ー
ジ
づ
くり
、実

習
、相

談
の
場
とな
って
い
る
。

は
、⺠
間
事
業
者
が
運
営
す
る
通
い
の
場地
域

資
源

マ
ッ

プ

３
．

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

介
護

予
防

と
積

極
的

総
合

相
談

－
フ

レ
イ

ル
チ

ェ
ッ

ク
－

1
8

1
9

2
0

17
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フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

介
護

保
険

の
要

介
護

・
要

支
援

認
定

を
受

け
て

い
な

い
７

５
才

以
上

の
高

齢
者

に
郵

送
に

て

実
施

。
フ

レ
イ

ル
と

判
定

さ
れ

た
高

齢
者

に
は

対
面

に
て

基
本

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
を

実
施
。

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

東
浦

町
の

高
齢

者

●
人

口
（

平
成

２
９

年
４

月
１

日
現

在
）

東
浦

町
総

人
口

５
０

，
４

１
９

人
高

齢
者

の
人

口
１

２
，

３
５

７
人

（
前

期
６

，
６

３
３

人
後

期
５

，
７

２
４

人
）

高
齢

化
率

２
４

．
５

％
（

後
期

１
１

．
４

％
）

●
要

介
護

・
要

支
援

認
定

者
（

平
成

２
９

年
３

月
末

日
現

在
）

要
介

護
・

要
支

援
高

齢
者

２
，

０
０

７
人

（
前

期
２

９
９

人
後

期
１

，
７

０
８

人
）

要
介

護
・

要
支

援
認

定
率

１
６

．
３

％
（

前
期

４
．

５
％

後
期

３
０

．
０

％
）

（
内

訳
）

サ
ー

ビ
ス

利
用

者
１

，
４

８
５

人
サ

ー
ビ

ス
未

利
用

者
５

２
２

人

●
フ

レ
イ

ル
事

業
（

平
成

２
９

年
１

２
月

末
日

現
在

）

後
期

高
齢

者
（

要
介

護
・

要
支

援
認

定
者

を
除

く
）

３
，

９
８

７
人

（
平

成
２

９
年

４
月

１
日

現
在

）

フ
レ

イ
ル

チ
ェ

ッ
ク

実
施

者
３

，
４

４
１

人
（

６
０

％
）

→
回

収
率

８
６

．
３

％
（

内
）

フ
レ

イ
ル

該
当

者
４

１
４

人
（

７
％

）
プ

レ
フ

レ
イ

ル
該

当
者

１
，

８
５

０
人

（
３

２
％

）
フ

レ
イ

ル
非

該
当

者
１

，
１

７
７

人
（

２
１

％
）

●
未

把
握

後
期

高
齢

者
（

平
成

２
９

年
１

２
月

末
日

現
在

）
５

４
６

人
（

１
０

％
）

→
全

数
把

握
23

質
問

項
目

フ
レ

イ
ル

（
4
1
4
人

）
プ

レ
フ

レ
イ

ル
（

1
,
8
5
0
人

）

6
か

月
間

で
2
～

3
㎏

の
体

重
減

少
が

あ
っ

た
1
5
9
人

（
3
8
.
4
％

）
1
1
6
人

（
6
.
3
％

）

以
前

に
比

べ
て

歩
く

速
度

が
遅

く
な

っ
て

き
た

3
6
9
人

（
9
5
.
7
％

）
1
,
1
9
4
（

6
4
.
5
％

）

運
動

を
週

に
1
回

以
上

し
て

い
な

い
3
4
1
人

（
8
2
.
4
％

）
8
0
0
人

（
4
3
.
2
％

）

５
分

前
の

こ
と

が
思

い
出

せ
な

い
1
5
0
人

（
3
6
.
2
％

）
2
6
2
人

（
1
4
.
2
％

）

（
こ

こ
２

週
間

）
わ

け
も

な
く

疲
れ

た
よ

う
な

感
じ

が
す

る
3
1
0
人

（
7
4
.
9
％

）
2
2
4
人

（
1
2
.
1
％

）

フ
レ
イ
ル
質
問
項
目
別
該
当
の
内
訳

2
1

2
2

2
3

2
4
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４
．

東
浦

町
認

知
症

初
期

集
中

支
援

チ
ー

ム

－
他

事
業

と
の

連
動

に
よ

る
支

援
事

例
の

紹
介

－

東
浦

町
認

知
症

初
期

集
中

支
援

チ
ー

ム
員

会
議

チ
ー

ム
員

：
認

知
症

サ
ポ

ー
ト

医
１

名
（

サ
ポ

ー
ト

医
４

名
の

内
か

ら
輪

番
制

で
１

名
）

保
健

師
２

名
、

社
会

福
祉

士
・

精
神

保
健

福
祉

士
３

名
・

行
政

職
員

１
名

開
催

頻
度

：
月

１
回

（
新

規
２

ケ
ー

ス
と

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

全
体

で
１

時
間

３
０

分
程

度
）

地
域

ア
セ

ス
メ

ン
ト

（
住

宅
地

図
）

利
⽤
者

⺠
⽣
委
員

⼀
次

避
難
所

⼤
型
ス
ー
パ
ー

バ
ス
停

駅

郵
便
局

コ
ン
ビ
ニ

医
療
機
関

喫
茶
店

認
知
症
カ
フ
ェ

サ
ロ
ン

ラ
ー
メ
ン
店

パ
チ
ン
コ

友
⼈

カ
ラ
オ
ケ

公
⺠
館

⼩
学
校

床
屋

農
協

薬
局

弁
当
屋

ア
パ
ー
ト
⼤
家

お
す
そ
わ
け
隊

サ
ロ
ン

協
⼒
者

友
⼈

事
例

紹
介

１

－
介

護
予

防
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
業

務
と

の
連

動
－

2
5

2
6

2
7

2
8
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利
用

者
情

報

氏
名

：
Ａ

さ
ん

年
齢

：
７

９
歳

性
別

：
男

性

要
介

護
認

定
：

未
申

請

障
害

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度
：

Ｊ
１

認
知

症
高

齢
者

の
日

常
生

活
自

立
度

：
Ⅱ

a

家
族

構
成

：
妻

、
長

女
夫

婦
と

の
四

人
暮

ら
し

・
フ

レ
イ

ル
チ

ェ
ッ

ク
の

結
果

、
「

フ
レ

イ
ル

」
と

判
定

。
・

保
健

セ
ン

タ
ー

か
ら

送
ら

れ
た

書
類

を
持

っ
て

Ａ
さ

ん
と

妻
が

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に
来

所
。

介
入

方
法

本
人

の
状

況

・
元

々
、

穏
や

か
な

人
で

あ
っ

た
が

３
年

程
前

か
ら

、
怒

り
っ

ぽ
く

な
っ

た
。

・
探

し
物

が
増

え
た

。
・

曾
孫

が
う

る
さ

い
と

イ
ラ

イ
ラ

し
て

、
頬

を
つ

ね
っ

た
り

、
頭

を
叩

い
た

り
す

る
。

●
フ

レ
イ

ル
チ

ェ
ッ

ク
：

３
／

５
（
も

の
忘

れ
該

当
）

●
基

本
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

：
９

／
２

５
（

も
の

忘
れ

該
当

）

●
Ｄ

Ａ
Ｓ

Ｃ
－

２
１

：
３
３

／
８

４

●
Ｄ

Ｂ
Ｄ

１
３

：
１
４

／
５

２

●
Ｚ

ａ
ｒ

ｉ
ｔ

：
９
／
３

２
（

妻
）

●
Ｍ

Ｍ
Ｓ

Ｅ
：

２
４

／
３

０

介
入

時
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

結
果

・
か

か
り

つ
け

医
に

情
報

提
供

。
認

知
症

疾
患

医
療

セ
ン

タ
ー

を
紹

介
さ

れ
、

認
知

機
能

の
検

査
を

受
け

た
。

・
曾

孫
の

件
は

保
健

セ
ン

タ
ー

へ
情

報
提

供
。

↓

・
当

初
、

更
年

期
障

害
の

可
能

性
も

あ
る

と
言

わ
れ

て
い

た
が

、
検

査
の

結
果

、
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

型
認

知
症

、
脳

血
管

性
認

知
症

の
診

断
を

受
け

た
。

支
援

経
過

2
9

3
0

3
1

3
2
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・
介

護
保

険
は

未
申

請
、

未
利

用
。

・
毎

週
、

夫
婦

で
認

知
症

カ
フ

ェ
を

利
用

。
・

認
知

症
カ
フ

ェ
利

用
時

、
状

況
確

認
、

相
談

等
を

受
け

て
い

る
。

・
認

知
症

に
つ

い
て

は
、

か
か

り
つ

け
医

に
て

フ
ォ

ロ
ー

中
。

現
在

の
状

況
（

６
ケ

月
後

）

↓

認
知

症
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

の
介
入

後
、

本
人

の
Ｄ

Ａ
Ｓ

Ｃ
－

２
１

、
Ｄ

Ｂ
Ｄ

１
３

は
変

わ
り

な
か
っ

た
が

、
妻

（
介

護
者

）
の

Ｚ
ａ

ｒ
ｉ

ｔ
（

介
護

負
担

尺
度

）
は
９

／
３

２
→

５
／

３
２

と
軽

減
さ

れ
た

。

事
例

紹
介

２

－
包

括
的

･
継

続
的

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

支
援

業
務

と
の

連
動

－

利
用

者
情

報

氏
名

：
Ｂ

さ
ん

年
齢

：
９

６
歳

性
別

：
女

性

要
介

護
認

定
：

要
介

護
２

（
サ

ー
ビ

ス
未

利
用

）

障
害

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度
：

Ａ
２

認
知

症
高

齢
者

の
日

常
生

活
自

立
度

：
Ⅲ

a

家
族

構
成

：
長

女
と

の
二

人
暮

ら
し

●
フ

レ
イ

ル
チ

ェ
ッ

ク
：
未

実
施

●
基

本
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

：
未
実

施

●
Ｄ

Ａ
Ｓ

Ｃ
－

２
１

：
７
１

／
８

４

●
Ｄ

Ｂ
Ｄ

１
３

：
１
６

／
５

２

●
Ｚ

ａ
ｒ

ｉ
ｔ

：
１
４
／
３

２
（

長
女
）

●
Ｍ

Ｍ
Ｓ

Ｅ
：
１
３
／
３
０

介
入

時
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

結
果

3
3

3
4

3
5

3
6
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・
Ｂ

さ
ん
は

昼
夜

問
わ

ず
、

パ
ジ

ャ
マ

姿
や

裸
足

で
、

す
ぐ

近
く

の
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

（
公

民
館

）
に

行
く

こ
と

が
多

い
。
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
職

員
か

ら
Ｂ

さ
ん

が
心

配
だ

と
地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に
連

絡
が

入
る

。

介
入

方
法

本
人

の
状

況

・
２

年
前
に

認
知

症
疾

患
医

療
セ

ン
タ

ー
で

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知
症

の
診

断
を

受
け

た
が

、
そ

の
後

、
医

療
は

中
断

。
・

長
女

に
認

知
症

の
理

解
が

あ
ま

り
な

い
。

・
半

年
程
前

か
ら

外
に

出
て

歩
き

回
る

行
為

が
あ

り
、
近

隣
住

民
や

通
学

途
中

の
高

校
生

が
心

配
し

て
い

る
。

・
Ｂ

さ
ん

、
長

女
に

認
知

症
疾

患
医

療
セ

ン
タ

ー
の

受
診

を
促

し
、
認

知
機

能
の

再
検

査
を

受
け

た
。

・
認

知
症

地
域

支
援

推
進

員
が

地
域

住
民

、
高

校
生

を
対

象
に

認
知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
を

行
っ

た
。

↓

・
検

査
の

結
果

、
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

型
認

知
症

の
進

行
に

よ
り

転
倒
の

危
険

性
が

あ
る

た
め

、
適

切
な

住
環

境
を

整
備

し
介
護

を
行

う
よ

う
に

と
指

導
を

受
け

る
。

支
援

経
過

・
通

所
介

護
を

週
３

回
、

定
期

的
に

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
を

利
用

。
・

長
女

の
認
知

症
理

解
に

よ
り

、
住

環
境

が
整

備
さ

れ
た

。
・

地
域

に
認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

が
増

え
て

、
外

に
出

て
歩

き
回

る
Ｂ

さ
ん

を
見

守
っ

て
い

る
。

現
在

の
状

況
（

６
ケ

月
後

）

↓

認
知

症
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

の
介
入

後
、

医
療

・
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

に
つ

な
が

り
、

地
域

住
民
の

理
解

も
得

ら
れ

て
、

自
宅

で
暮

ら
せ

て
い

る
。

長
女

（
介

護
者
）

の
Ｚ

ａ
ｒ

ｉ
ｔ

（
介

護
負

担
尺

度
）

も
１

４
／

３
２

→
７

／
３
２

と
軽

減
さ

れ
た

。

事
例

紹
介

３

－
権

利
擁

護
業

務
（

高
齢

者
虐

待
対

応
）

と
の

連
動

－

3
7

3
8

3
9

4
0
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利
用

者
情

報

氏
名

：
Ｃ

さ
ん

年
齢

：
８

２
歳

性
別

：
男

性

要
介

護
認

定
：

要
介

護
１

（
サ

ー
ビ

ス
未

利
用

）

障
害

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度
：

Ｊ
１

認
知

症
高

齢
者

の
日

常
生

活
自

立
度

：
Ⅱ

b

家
族

構
成

：
妻

（
要

介
護

３
）

と
の

二
人

暮
ら

し
。

同
一

敷
地

内
に

長
男

夫
婦

が
住

む
。

・
妻

（
要

介
護

３
）

の
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

か
ら

相
談

。
Ｃ

さ
ん

が
妻

を
罵

倒
、

殴
る

蹴
る

の
行

動
が

あ
る

。
・

妻
の

権
利

擁
護

（
高

齢
者

虐
待

対
応

）
と

し
て

介
入

。

介
入

方
法

本
人

の
状

況

・
幼

馴
染

の
妻

と
結

婚
。

夫
婦

と
も

地
域

と
の

関
係

は
希

薄
。

・
妻

が
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

を
利

用
し

て
い

る
施

設
へ

行
き

、
妻

を
自

宅
へ

連
れ

戻
そ

う
と

す
る

。
・

寂
し

く
て

眠
れ

な
い

と
言

い
、

お
酒

を
飲

む
。

・
車

を
運

転
し

て
目

的
地

に
行

け
な

い
こ

と
が

あ
っ

た
。

●
フ

レ
イ

ル
チ

ェ
ッ

ク
：
未

実
施

●
基

本
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

：
未
実

施

●
Ｄ

Ａ
Ｓ

Ｃ
－

２
１

：
３
４

／
８

４

●
Ｄ

Ｂ
Ｄ

１
３

：
２
５

／
５

２

●
Ｚ

ａ
ｒ

ｉ
ｔ

：
２
０
／
３
２
（

長
男

妻
）

●
Ｍ

Ｍ
Ｓ

Ｅ
：

１
８

／
３

０

介
入

時
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

結
果

・
か

か
り

つ
け

医
に

情
報

提
供

。
認

知
症

疾
患

医
療

セ
ン

タ
ー

を
紹

介
さ

れ
、

認
知

機
能

の
検

査
を

受
け

た
。

・
妻

は
高

齢
者

虐
待

対
応

で
、

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
に

入
所

。
↓

・
検

査
の

結
果

、
軽

度
認

知
障

害
（

Ｍ
Ｃ

Ｉ
）

の
診

断
。

専
門

医
の
勧

め
で

運
転

免
許

証
は

自
主

返
納

。

支
援

経
過

4
1

4
2

4
3

4
4
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・
訪

問
看

護
を

週
１

回
、

訪
問

介
護

を
週

３
回

利
用

。
・

ケ
ア

マ
ネ
ジ

ャ
ー

と
連

携
し

て
状

況
を

確
認

。
・

妻
の

面
会
に

は
家

族
が

同
行

。
運

転
免

許
証

の
返

納
後

は
電

動
ア

シ
ス

ト
付

三
輪

車
で

外
出

し
て

い
る

。

現
在

の
状

況
（

６
ケ

月
後

）

↓

認
知

症
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

の
介
入

後
、

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
に

つ
な

が
り

、
一

人
暮

ら
し

が
行

え
て
い

る
。

長
男

妻
（

介
護

者
）

の
Ｚ

ａ
ｒ

ｉ
ｔ

（
介

護
負

担
尺

度
）
も

２
０

／
３

２
→

９
／

３
２

と
軽

減
さ

れ
た

。

５
．

ま
と

め

－
地

域
共

生
社

会
を

目
指

し
て

－

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

●
総

合
相

談
支

援
業

務
●

権
利

擁
護

業
務

●
包

括
的

･
継

続
的

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

支
援

業
務

●
介

護
予

防
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
業

務

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業

認
知
症
総
合
支
援
事
業

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

地
域
ケ
ア
会
議
推
進
事
業

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

医
療

・
介

護
・

予
防

・
生

活
支

援
・

住
ま

い

地
域
共
生
社
会

生
活

困
窮

・
雇

用
・

教
育

・
保

健
・

制
度

の
狭

間
・

自
殺

対
策

・
児

童
・

障
害

・
高

齢
・

多
文

化
共

生
等

地
域

共
生

社
会

を
目

指
し

て

ご
清

聴
、

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
カ

ワ
セ

ミ
（

東
浦

町
）

終
わ
り

4
5

4
6

4
7

4
8
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認知症介護情報ネットワーク DCnet

活用術

DCnetは認知症介護研究・研修センターが運営するホームページです。
認知症介護に関する総合的な情報提供を目指しています。



認知症の方にはどう接するの？ 

動画で学ぶ認知症「知ってなるほど塾」
◆ 認知症の基礎知識

◆ 認知症に伴う行動及び心理症状の理解

◆ その人らしさを支援するための理解

認知症はどんな病気？ 

よく解る認知症シリーズ 
◆ 認知症を知る

◆ もの忘れ外来って何？

◆ スクリーニングテストとは？

◆ 認知症予防！あれこれ

◆ 若年性認知症の支援について

◆ アルツハイマー病の治療薬について

認知症介護のことなら 

DCnet

65歳以上の 

5人に 1人は認知症！ 

（厚労省推計） 

 DCnetは、認知症介護研究・研修仙台センター 

が運営するホームページです。 

認知症介護の専門職員育成のための研修情報や、 

最新の研究成果について情報提供しています。

　DCnet は認知症介護研究・研修センターが運営するホームページです。
　認知症介護に関する総合的な情報提供を目指しています。

認知症介護情報ネットワーク（DCnet）
認知症介護研究・研修センター

認知症介護情報ネットワーク（DCnet）



認知症介護の専門職員養成及び在宅介護を支援する人材育成のための研修情報 

◆ 認知症介護指導者養成研修案内

◆ 「ひもときシート」を活用した認知症ケアの気づきを学ぶ研修案内

◆ パーソン・センタード・ケア及び認知症ケアマッピング（DCM）法研修案内

◆ 家族支援に向けたスキルアップ研修案内

研修教材ダウンロード

・ひもときシート

・ひもときテキスト

・在宅支援研修教材

などなど、施設内研修で利

用できる教材をダウンロー

ドすることができます。 

研究報告書、研究成果物の 

閲覧・ダウンロードできます。 

◆ 初めての認知症介護「食事・入浴・排泄編」 

・解説集

◆ 若年性認知症支援ハンドブック等

◆ 高齢者虐待防止支援ハンドブック等

◆ センター方式シートテキスト

報告書ダウンロード 

・高齢者虐待防止教育関連

・若年性認知症関連

・認知症地域支援関連

などなど、検索機能もつい

て、自己学習資料、指導用

参考資料に最適です。 

認知症介護研究についてもっと知りたいあなたに 

認知症介護研究データベース 
国内の研究論文、総説、レビューなどが検索できます。保健、

医療、福祉分野における認知症介護研究者、実践家、政策立案

担当者の活動に最適！ 

本データベースは、平成 23 年度厚生労働省老人保健健康増進

等事業において作成されました。 

認知症介護研究・研修仙台センター ＴＥＬ022-303-7550 ＦＡＸ022-303-7570 〒989-3201 宮城県仙台市青葉区国見ヶ丘 6-149-1 

認知症介護研究・研修東京センター ＴＥＬ03-3334-2173 ＦＡＸ03-3334-2718 〒168-0071 東京都杉並区高井戸西 1-12-1 

認知症介護研究・研修大府センター ＴＥＬ0562-44-5551 ＦＡＸ0562-44-5831 〒474-0037 愛知県大府市半月町 3-294 

ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｄｃｎｅｔ．ｇｒ．ｊｐ/ 

認知症介護・研修情報

研究情報



ホームページアドレス：http://www.dcm-obu.jp/

パーソン・センタード・ケアとDCM（認知症ケアマッピング）公式HP
認知症介護研究・研修大府センター

　パーソン・センタード・ケアの理念を実践するために考案されたDCM（認知症ケアマッピング）。
認知症を抱える人の視点に立とうとすること、またその人の可能性に着目することなどの考え方を
学ぶDCM研修の情報が掲載されています。

34



　平成21年10月1日に、誰もが気軽に相談できて、専門的な支援機関に適切に結びつけられるよ
う、若年性認知症に係る相談コールセンターが全国に１カ所、認知症介護研究・研修大府センター
に設置されました。若年性認知症に関する情報が掲載されています。

若年性認知症コールセンター公式HP
認知症介護研究・研修大府センター



　2015 (平成27) 年1月、厚生労働省は関係11府省と共同で「認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）」
を策定し、都道府県ことに若年性認知症の相談窓口を設置し、そこに若年性認知症の人の自立支援に関わる
関係者のネットワークの調整役として、若年性認知症支援コーディネータ一を配置することとしました。 また、
指定都市においても、配置しているところがあります。
　若年性認知症支援コーディネーターは、若年性認知症の人のニーズに合った関係機関やサービス担当者と
の調整役であり、本人や家族の支援をワンストップで行います。

若年性認知症支援コーディネーター若年性認知症支援コーディネーター





　認知症介護研究・研修大府センターでは、愛知県の委託を受けて、若年性認知症のご本人や
ご家族の支援のため、 「愛知県若年性認知症総合支援センター」を開設しました（平成 28 年
10 月1日）。若年性認知症でお悩みの方はお気軽にご相談ください。

愛知県若年性認知症総合支援センター
認知症介護研究・研修大府センター

愛知県若年性認知症総合支援センター
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社会福祉法人 仁至会
認知症介護研究・研修大府センター
〒474-0037 愛知県大府市半月町三丁目294番地
TEL 0562-44-5551　FAX 0562-44-5831
http://www.dcnet.gr.jp/


